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3月中に1歳になるお子さんの顔写真等を広報誌に掲載しませんか？
掲載を希望する場合は、写真用紙に印刷した顔写真（横3㎝×縦4㎝）の裏面に①お子さ
んの氏名（ふりがな）、②お子さんの性別、③お住まいの地区名、④連絡先（電話番号）
を記入の上、2月6日（木）までに政策広報課窓口（土日祝除く）、郵送または電子メール
にて提出してください。（先着5人）
なお、電子メールの場合は、kouhou@town.ibigawa.lg.jp宛へ写真データ（jpeg,1MB
以内)を添付し、上記①～④を本文に明記の上、提出してください。
※提出された写真は返却できませんので、ご了承ください。
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祝ご成人 !!
１月12日（日）、地域交流センターはなももで成人式が行われました。



揖斐川町成人式開催
今月の
特集
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《
今
回
の
成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
行
っ
た
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
で
す
》

委
員
長	

太お
お

田た

　
優ゆ
う

希き

さ
ん
（
北
和
）

委
　
員	

橋は
し

本も
と

　
侑ゆ
き

奈な

さ
ん
（
揖
斐
川
）	

高た
か

橋は
し

明あ

花か

里り

さ
ん
（
揖
斐
川
）

	

並な
み

河か
わ

　
初は

妃づ
き

さ
ん
（
揖
斐
川
） 	

一い
ち

瀬の
せ

　
貴た
か

志し

さ
ん
（
揖
斐
川
）

	

山や
ま

﨑さ
き

　
憲け
ん

伸し
ん

さ
ん
（
揖
斐
川
）	

中な
か

村む
ら

　
紫し

音お
ん

さ
ん
（
揖
斐
川
）

	

高た
か

橋は
し

　
　
梓あ
ず
ささ
ん
（
北
和
）	

井い

口ぐ
ち

　
未み

蘭ら
ん

さ
ん
（
北
和
）

	

奥お
く

田だ

　
宏ひ
ろ

美み

さ
ん
（
坂
内
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
月
12
日（
日
）、
令
和
２
年
揖
斐
川
町
成
人
式
が
揖
斐
川
町
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
成
人
を
迎
え
る
人
は
２
２
２
人
で
、
そ
の
中
の
10
人
で
実
行
委

員
会
を
組
織
し
ま
し
た
。
昨
年
８
月
か
ら
話
し
合
い
を
重
ね
、
今
年

の
成
人
式
テ
ー
マ『
拓
く
』
を
設
定
し
ま
し
た
。「
今
ま
で
家
族
や
地

域
の
方
々
、
先
生
方
に
導
か
れ
、
拓
か
れ
た
道
を
仲
間
と
と
も
に
歩

む
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
自
身
で
未
来
を
切
り
拓
い

て
欲
し
い
。
今
回
の
成
人
式
は
、
一
人
一
人
が
自
分
の
切
り
拓
い
て

い
く
道
を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
て
付
け
て
臨
ん
で
欲
し
い
。」
と
の

思
い
か
ら
、
一
生
に
一
度
の
記
念
と
な
る
成
人
式
を
実
行
委
員
で
企

画
・
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
委
員
長
の
太
田　

優
希
さ
ん
か
ら「
社
会
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
名
実
と
も
に
大
人
と
認
め
ら
れ
る
よ

う
、
何
事
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
、
自
分
自
身
の
未
来
を
切
り
拓
い

て
い
く
」
と
誓
い
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封
し
て
中
学
校
時
代
の
夢
を
思
い

出
し
た
り
、「
一
人
一
人
の
拓
く
」
と
題
し
今
後
の
目
標
や
思
い
を

発
表
し
た
り
す
る
な
ど
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

来
年
に
備
え
、
次
回
成
人
式
を
迎
え
る
19
歳
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
、
活
躍
し
ま
し
た
。

記
念
写
真
撮
影
や
懇
談
会
会
場
で
は
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
し
た

仲
間
・
恩
師
の
先
生
と
、
昔
を
懐
か
し
ん
だ
り
、
現
状
の
報
告
を
し

た
り
し
て
会
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
が
志
を
高
く
も
た
れ
、
今
後
益
々
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

オープニングアトラクション

成人の主張
会場の様子

タイムカプセル開封 成人式実行委員の皆さん

記念品贈呈

誓いのことば

懇談会

テーマ　『拓く』

～次世代を担う揖斐川町の新成人が、仲間と共に喜びと志を胸に～

令和２年　揖斐川町成人式 開催
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１
月
12
日（
日
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

な
も
も
で
、
令
和
２
年
揖
斐
川
町
消
防
出
初

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
と
関
係
者
約
５
０
０
人
が
集

ま
っ
た
出
初
式
で
は
、
分
列
行
進
や
観
閲
、

機
械
器
具
点
検
、
北
方
分
団
に
よ
る
階
梯
操

法
、
小
島
分
団
に
よ
る
腕
用
ポ
ン
プ
操
法
が

披
露
さ
れ
、
防
火
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
ま

し
た
。

式
典
で
は
、
団
長
訓
示
の
ほ
か
、
功
労
者

表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

令
和
２
年
揖
斐
川
町
消
防
出
初
式

～
防
火
防
災
の
意
識
を
高
め
、

　

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
～

▲分列行進の様子

◆岐阜県知事表彰（伝達）
◇永年勤続功労章…………………１人
団　　員	 高橋　藤樹（小津）
◇勤続功労章………………………２人
部　　長	 山本　和之（坂上）
団　　員	 高橋　浩一（久瀬）
◇功労章……………………………14人
分 団 長	 髙橋　昌秀（小島）
副分団長	 杉山　靖司（久瀬）
副分団長	 小森　健司（揖斐)
部　　長	 森本　実義（北方）
班　　長	 中川　幸治（本部）
班　　長	 岡崎　康成（本部）
班　　長	 松尾　和由（本部)
班　　長	 菅原　武志（坂内）
班　　長	 髙橋　弘樹（坂内）
団　　員	 大野　貴司（本部）
団　　員	 竹中　律夫（久瀬）
団　　員	 中西　英之（六合）
団　　員	 所　　栄智（坂上）
団　　員	 林　　大樹（六合）
消防団員優秀家族賞………………３人

◆岐阜県消防協会長表彰（伝達） 
◇勤労章【20年】……………………９人
分 団 長	 長谷川紀男（坂下）
副分団長	 小寺　正史（美束）
班　　長	 清水　賢二（坂内）
班　　長	 中川　幸治（本部）
団　　員	 伊藤　隆司（美束）
団　　員	 井上　　誠（坂上）
団　　員	 岡部　靖弘（坂下）
団　　員	 古野　幸司（横蔵）
団　　員	 清水　善之（本部）
◇勤労章【15年】……………………18人
分 団 長	 竹中　隆二（大深）

副分団長　	 須原　万敦（𦙾永）
部　　長　	 長柄　茂樹（大深）
部　　長　	 西脇　幹二（大深）
部　　長　	 寺田　成寿（坂下）
部　　長　	 矢野健太郎（名礼）
部　　長　	 佐名　英樹（六合）
班　　長　	 藤田　博正（中央）
班　　長　	 川村　拓也（中央）
団　　員　	 髙橋　　淳（坂下）
団　　員　	 高橋　達弥（小津）
団　　員　	 山岸　大司（大深）
団　　員　	 藤原　　篤（中央）
団　　員　	 高橋　正宗（本部）
団　　員　	 窪田　至宏（本部）
団　　員　	 松原　和哉（本部）
団　　員　	 林　　将史（本部）
団　　員　	 宮脇　憲輔（本部）
◇功績章……………………………15人

◆岐阜県女性防火クラブ運営協議会長表彰（伝達）
◇優良章……………………………６人
◇感謝状……………………………１人

◆岐阜県少年クラブ運営指導協議会長表彰（披露）
◇竿頭綬…………………………２団体
　小島小学校少年消防クラブ
　揖斐小学校少年消防クラブ

◆揖斐郡消防協会長表彰
◇功労章……………………………18人
◇勤労章……………………………22人
◇功績章……………………………12人

◆町長表彰
◇町長特別功労章…………………31人
団　　長　	 野原　　徹（本部）
分 団 長　	 亀井　　明（清水）
副分団長	 若原雄一朗（清水）	

副分団長	 松永　　誠（大深）
部　　長　	 藤田　慎弥（小島）
部　　長　	 竹中　秀謙（名礼）
部　　長　	 杉山　一志（横蔵）
部　　長　	 中村　　剛（六合）
部　　長　	 井口　雅史（本部）
班　　長　	 渡辺　真司（北方）
班　　長　	 宮内　　諭 (北方)
班　　長　	 藤原　　譲（中央）
班　　長　	 加藤慎之助（中央）
班　　長　	 高橋　義久（久瀬）
班　　長　	 高橋　祐馬（久瀬）
班　　長　	 矢野　将人（久瀬南部）
班　　長　	 山本　義宏（小津）
班　　長　	 成瀬　岳樹（本部）
班　　長　	 衣斐　勇人（本部）
団　　員　	 國枝　誠樹（坂上）
団　　員　	 國枝　利博（坂下）
団　　員　	 林　　明輝（六合）
団　　員　	 藤原　　格（中央）
団　　員　	 高橋　成美（久瀬）
団　　員　	 安藤　義満（小津）
団　　員　	 平田　誠二（藤橋）
団　　員　	 髙橋　良尚（本部）
団　　員　	 松原　和哉（本部）
団　　員　	 窪田　至宏（本部）
団　　員　	 神原　誠司（本部）
団　　員　	 高野　謙也（本部）
◇功労章（消防団）…………………22人
◇功労章（女性防火）………………２人
◇感謝状…………………………１団体
　小島小学校少年消防クラブ

◆団長表彰…………………………43人

◆女性防火クラブ会長表彰………７人
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11
月
30
日（
土
）、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

と
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
気
軽

に
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
町
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
が
中
心
と
な
り
揖
斐
川
町
福
祉
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
を
発
着
と
し
て
開
催
し
ま

し
た
。

秋
晴
れ
の
下
で
、
同
日
開
催
さ
れ
た「
城

台
山
町
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
と
同
じ
コ
ー

ス
に
43
名
の
参
加
が
あ
り
、
講
師
か
ら
体
力

づ
く
り
等
に
効
果
的
な
歩
き
方
の
指
導
を
受

け
た
後
、
各
々
の
ペ
ー
ス
で
２
本
の
ポ
ー
ル

を
使
い
、
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
明
智
光
秀

ゆ
か
り
の
史
跡「
重
ね
岩
」
で
は
そ
の
由
来

の
説
明
を
受
け
、
そ
の
の
ち
晩
秋
の
城
台
山

や
揖
斐
の
町
並
み
を
満
喫
し
ま
し
た
。

12
月
５
日（
木
）、
清
水
小
学
校
の
５
年
生

16
人
が
、
揖
斐
川
尚
和
園
を
訪
れ
、
揖
斐
川

尚
和
園
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
尚
和
園
の

入
所
者
に
、「
ア
イ
ガ
モ
農
法
」
で
育
て
た

お
米
計
80
㎏
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

清
水
小
学
校
で
は
、
５
年
生
の
児
童
が
総

合
的
な
学
習
の
時
間
の
中
で
、
近
隣
農
家
の

協
力
を
得
て
、
田
植
え
か
ら
収
穫
、
脱
穀
ま

で
の
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

児
童
ら
は
、
自
作
の
パ
ネ
ル
な
ど
を
使
っ

て
、
ア
イ
ガ
モ
農
法
の
説
明
や
米
作
り
で
大

変
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
話
し
、
児
童
の
代
表

が
、「
僕
た
ち
が
作
っ
た
お
米
で
す
。
お
い

し
い
の
で
味
わ
っ
て
食
べ
て
く
だ
さ
い
」
と

挨
拶
し
、
入
所
者
に
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。

入
所
者
か
ら
は
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
飾

り
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
、
児
童
へ

の
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

12
月
18
日（
水
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

な
も
も
で
、
令
和
元
年
に
叙
勲
・
褒
章
を
受

章
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
発
起
人
を
代
表
し
富
田
町
長
が
受
章

者
の
功
績
を
紹
介
し
、
出
席
者
が
そ
の
功
績

を
称
え
ま
し
た
。

令
和
元
年
に
叙
勲
・
褒
章
を
受
章
さ
れ
た

の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

《
旭
日
双
光
章
》
久く

保ぼ

田た

一か
ず

成な
り

さ
ん

《
瑞
宝
双
光
章
》
佐さ

木き　

謙け
ん

介す
け

さ
ん

《
瑞
宝
双
光
章
》
折お
り

戸と　
　

忍し
の
ぶ

さ
ん

《
瑞
宝
双
光
章
》
坪つ
ぼ

井い　
　

進す
す
む

さ
ん

《
瑞
宝
双
光
章
》
髙た
か

橋は
し　
　

卓た
か
し

さ
ん

《
旭
日
単
光
章
》
森も
り

本も
と　

好よ
し

之ゆ
き

さ
ん

《
瑞
宝
単
光
章
》
富と
み

田だ　
　

明あ
き
ら

さ
ん

《
瑞
宝
単
光
章
》
仲な
か

井い　

政ま
さ

弘ひ
ろ

さ
ん

《
瑞
宝
単
光
章
》
野の

原は
ら　

吉よ
し

雅の
り

さ
ん

《
瑞
宝
単
光
章
》
上う
え

野の　

邦く
に

男お

さ
ん

《
紺
綬
褒
章
》
平ひ
ら

野の　

益ま
す

雄お

さ
ん

12
月
19
日（
木
）、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
姿
に

扮
し
た
揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員

が
町
内
幼
児
園
等
を
訪
問
し
、
園
児
た
ち
に

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け

ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
を
与
え

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

き
よ
み
ず
幼
児
園
で
は
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
姿
の
会
員
が
登
場
す
る
と
園
児
た
ち
は
大

喜
び
で
、「
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
ど
こ
か
ら
持
っ

て
来
た
の
？
」、「
何
歳
で
す
か
？
」
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
ブ
ー
ツ
に
入
っ
た
お
菓
子

と
と
ん
が
り
帽
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
さ

れ
る
と
、
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
を
浮
か
べ
、
お

礼
に
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
な
ど
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲お米を手渡す清水小学校児童代表

▲祝賀会に出席された受章者

叙
勲
褒
章
祝
賀
会

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
園
児
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
ま
し
た

城
台
山
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
を
開
催
し
ま
し
た

清
水
小
学
校
児
童
が
尚
和
園
に

お
米
を
寄
贈
し
ま
し
た

▲ノルディック・ウォーキングを楽しむ参加者

▲クリスマスプレゼントを受け取る園児たち
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小
島
公
民
館

《
に
こ
に
こ
学
級

　
　
　
　
「
昔
な
が
ら
の
お
菓
子
作
り
」》

◆
日
時　

２
月
19
日（
水
）
10
時
～
12
時

◆
場
所　

小
島
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

𦙾
永
公
民
館

《
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
》

◆
日
時　

２
月
９
日（
日
）
９
時
～
12
時

◆
場
所　

養
基
小
学
校
体
育
館

《
青
少
年
育
成
報
告
会
・
中
学
生
表
彰
式
》

◆
日
時　

２
月
16
日（
日
）
14
時
～
16
時

◆
場
所　

𦙾
永
公
民
館

◆
内
容　

　

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰
・
記
念
講
演

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

谷
汲
公
民
館

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
＆
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楽
し
も
う
》

◆
日
時　

２
月
21
日（
金
）

　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

◆
場
所　

谷
汲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
持
ち
物　

上
靴

※�

小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

久
瀬
公
民
館

《
地
域
瀬
音
学
級
》

◆
日
時　

２
月
８
日（
土
）
10
時
～
12
時

◆
場
所　

久
瀬
公
民
館

公
民
館
活
動

公
民
館
活
動

第
９
回
全
日
本
ア
ン
ダ
ー
ジ
ュ
ニ
ア

ボ
ク
シ
ン
グ
大
会
東
海
予
選
会

北
和
中
学
校
１
年

　

林は
や
し　

賢け
ん

新し
ん

さ
ん

（
上
南
方
）

12
月
７
日
（
土
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

は
な
も
も
で
、
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
揖
斐
川

町
史
料
集
発
刊
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。第

一
部
は
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
長

年
古
文
書
解
読
講
座
講
師
を
務
め
ら
れ
て
い

る
田
中
豊
さ
ん
の
「
史
料
集
の
解
説
」
が
あ

り
ま
し
た
。
土
岐
氏
の
元
祖
、
頼
兼
は
小
島

城
で
誕
生
し
た
こ
と
、
明
智
光
秀
の
嫡
子
晴

光
が
揖
斐
川
町
桂
の
山
林
で
蟄
居
し
た
こ
と

な
ど
発
刊
し
た
冊
子
の
ペ
ー
ジ
に
添
っ
て
史

料
の
内
容
や
見
方
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
長

よ
り
「
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
史
跡
」
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
史
跡
に
つ
い

て
場
所
、
い
わ
れ
、
現
状
等
に
つ
い
て
ス
ラ

イ
ド
を
通
し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
外
の
約
２
７
０
人
の
参
加
者
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

小
島
小
学
校
が

Ｆ
Ｂ
Ｃ
県
教
育
委
員
会
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た

▲小島小学校園芸委員会の皆さん

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

　

大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

▲発表会の様子

▲史料集
A5版 69 ページ

明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
揖
斐
川
町

「
史
料
集
発
刊
発
表
会
」
を
開
催

12
月
18
日
（
水
）、
揖
斐
川
町
役
場
公
室

で
、
小
島
小
学
校
園
芸
委
員
会
13
人
が
、
富

田
町
長
に
Ｆ
Ｂ
Ｃ
岐
阜
県
教
育
委
員
会
優
秀

賞
の
受
賞
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

小
島
小
学
校
は
花
壇
づ
く
り
を
30
年
以
上

続
け
て
お
り
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
種
ま
き
、
花

壇
へ
の
苗
植
え
な
ど
全
校
児
童
が
協
力
し
て

立
派
な
花
壇
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

児
童
代
表
か
ら
報
告
を
受
け
た
富
田
町
長

は
、「
皆
さ
ん
が
、
さ
ざ
れ
石
の
よ
う
に
一

つ
に
ま
と
ま
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
花
壇
を
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

様
々
な
場
所
で
活
か
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

受
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

企
画
展 

「
春
季 

人
形
展
」

開
催
の
お
知
ら
せ

当
館
で
は
、
２
月
22
日
よ
り
「
春
季 

人

形
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
雛
人
形
を
中
心
に

江
戸
期
か
ら
現
代
ま
で
の
人
形
や
軸
な
ど
多

数
展
示
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
期　

間　

　

２
月
22
日
（
土
）
～
３
月
29
日
（
日
）

■
会　

場　

第
一
展
示
室

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

℡
２
２

－

５
３
７
３

▲御殿飾り
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令和元年度　あったかい言葉　50撰
　揖斐川町青少年育成町民会議で、あったかい言葉を募集しました。合計2,223作品の応募があり、その中
で50作品を選出しました。そのうちのいくつかを紹介します。 

谷汲小学校　１年　くにえだ　かなと　さん：「あとすこし」
プールのけんていで 50ｍにちょうせんしたときに、クラスのみんなが「がんばれ、あとすこし」とお
うえんしてくれたので、がんばっておよぎきることができました。

谷汲小学校　６年　森
もり
田
た
　恵

え
里
り
菜
な
　さん：「がんばったね」

夏休みの宿題をやっている時に、お母さんに「がんばったね」と言われて、とてもうれしかったし、や
る気になりました。それに「すごいね」とも言われたので、もっとやる気になりました。

春日小学校　４年　林
はやし
　明

あ
佑
ゆ
香
か
　さん

学校があった日に、いつもやらないようなお手伝いをしてみました。つかれてくたくたになってしまっ
たけれど、家族のみんなが「ありがとう」「おつかれさま」「よくがんばったね」と私に声をかけてくれま
した。とても、うれしかったです。

揖斐川中学校　１年　末
すえ
永
なが
　智
さと
士
し
　さん：「おかえり。今日もおつかれ。」

今は中学生になり通学路が変わってしまって毎日は会えないけど、小学生の頃、毎日下校の時家の窓を
開け「さとちゃんおかえり。今日もえらかったね」と声をかけてくれるおじいちゃんおばあちゃんがいま
した。暑かったり、荷物が重たかったりして大変だった下校だったけど、いつも近所のおじいちゃん、お
ばあちゃんがいてくれたおかげでしっかりと家に帰れました。うれしかったよ。ありがとう。

揖斐川中学校　２年　土
つち
川
かわ
　蒼
そう
真
ま
　さん：「おはよう」

朝、学校に行く途中、地域の方が横断歩道で「おはよう」と声をかけてくれる。僕は、大きな声で「お
はようございます」と返す。今日一日気持ち良くすごせる。

揖斐川中学校　３年　若
わか
原
はら
　実

み
夏
か
　さん：「大丈夫？何かあったら相談してよ！相談にのるから！」

練習がある日の夜、私がいつもと同じように練習に行かなかった時に、「何かあったの？大丈夫？」「何
かあったら相談してよ！相談にのるから！」と、私の事を心配してくれて声をかけてくれた。私は、先輩
が悩んでいる時に、相談にのってあげたい。

北和中学校　１年　河
かわ
瀬
せ
　由

ゆ
依
い
　さん：「大丈夫？おだいじにね」

私はその時、風をひいていて、えらかった。それは部活の帰り道で、友達と一緒に家に帰っていた。友
達は、「大丈夫？」と聞いてくれたり、「おだいじにね」と言ってくれたりしました。そのちょっとした言
葉に、私の心は温まりました。

北和中学校　２年　小
こ
森
もり
　ゆら　さん：「友達やでね！！」

私がひとりで悩んでいたことに気付いて「いつでも相談してね」「嫌にならんでいいよ」と声をかけて
くれました。それだけでも私はとても嬉しかったです。しかしその子は、最後私に向かって「友達やで
ね！！」と言ってくれました。スゴく心強かったです。

北和中学校　３年　高
たか
橋
はし
　奈

な
那
な
美
み
　さん：「ありがとう」

お父さんには、あまり「ありがとう」と言えないけど、父の日に手紙を渡して、ちゃんと「ありがとう」
と伝えたら、うれしそうな顔をしてくれて、すごく心がほっこりしました。

谷汲中学校　１年　國
くに
枝
えだ
　祐

ゆ
杏
あん
　さん：「ありがとう」

仕事からつかれて帰ってくるお母さん。そんなお母さんの負担を少しでもかるくしようと、お兄ちゃん
はいつも洗いものをしている。その時のお母さんの「ありがとう」は、ふつうの「ありがとう」より、す
ごく心がこもっていた。ぼくもいつか言ってみたい。

谷汲中学校　２年　山
やま
本
もと
　李

り
奈
な
　さん：「おいしかったよ」

晩ご飯に、私が１人でおかずを作った。上手く作れたか心配だったけれど、「おいしかったよ」と家族
が言ってくれた。それからも何度かおかずを作っている。

谷汲中学校　３年　青
あお
木
き
　鈴

れ
奈
な
　さん：「おかえり」

　家から帰って来て「ただいま」と言うと家族は「おかえり」と言ってくれます。なんとなく心がほっこ
りします。それから、私もお母さんやお父さんが帰って来た時には「おかえり」と言うことを心がけてい
ます。これからも、あたたかい言葉を使いたいです。
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お問い合せ　　揖斐川図書館  ℡ 22－0219　　谷汲図書館  ℡ 56－3733　　坂内図書館  ℡ 53－3860

新
刊
案
内

谷
汲
図
書
館

一
般
書

・
人
生
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

�

（
青
山 

テ
ル
マ
著
）

・�

夫
婦
喧
嘩
は
買
っ
た
ら
ダ
メ
。
勝
っ
た
ら

ダ
メ
。�

（
野
々
村 

友
紀
子
著
）

児
童
書

・
べ
ろ
べ
ろ
ば
あ�

（
新
井 

洋
行
作
・
絵
）

・
ぽ
っ
ち
ゃ
り
マ
ン�

（
の
ぶ
み
さ
く
）

・
の
り
も
の
レ
イ
ン
ボ
ー
ず
か
ん

（
や
ま
な
か 

の
り
え
し
ゃ
し
ん
・
ぶ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

森にすんでいる動物の子どもたちが、マナーについて学
んでいます。食事中にうろうろ立ち歩くさるくん。背中
がぐんにゃり曲がっていて、ひじもついているねこさん
…。マナーを守れるように、みんなで練習をすると…。

ようこそ！
もりのマナー
がっこうへ

（くるまざき のりこ絵）

新
図
書
館
建
築
状
況
の
ペ
ー
ジ

新
揖
斐
川
図
書
館
建
設
工
事
に
つ
い

て
、
現
在
書
架
の
設
置
や
内
装
工
事
が
進

ん
で
い
ま
す
。

建
物
本
体

は
、
２
月
末

に
は
完
成
の

予
定
で
、
そ

の
後
、
外
構

工
事
や
本
の

引
越
し
を
行

い
、
５
月
上

旬
の
開
館
を

予
定
し
て
い

ま
す
。

～揖斐川図書館休館中のご利用案内～
揖斐川図書館は、2月1日(土)より移転準備のため、完全休館します。

休館中は、全館を作業スペースとして、約12万点の所蔵資料の整備・箱詰め作業および新館での配架作
業を行います。利用者の皆さんには、数ヶ月に渡り、ご不便、ご迷惑をおかけしますが、何卒ご理解、ご
協力よろしくお願いいたします。

新しい揖斐川図書館は、地域交流センター はなもも東側に5月上旬開館します。
■ 資料の返却
　建物西側の返却ポストをご利用ください。
※CD・DVD等の視聴覚資料、大型絵本等
返却ポストを利用できない資料は、1階事務室までお持ちください。

（火～土曜日　9:00 ～ 17:00　※祝日を除きます。）
貸出中の資料については、２月18日（火）までにご返却ください。

■ 坂内、谷汲図書館の利用について
　坂内、谷汲図書館で所蔵している資料のみ、貸出、閲覧をしております。
揖斐川図書館及び県内図書館の資料の貸出はできませんのでご注意ください。

開館時間 2月の休館日

谷汲図書館（谷汲サンサンホール内）
電話 56-3733 9:00 ～ 17:00 ・毎週月曜日、12日(水)、25日（火）

・蔵書点検休館13日(木) ～ 16日(日)

坂内図書館（坂内交流センター内）
電話 53-3860 9:00 ～ 16:00 ・毎週日・月曜日、12日(水)、25日（火）

・蔵書点検休館13日(木) ～ 15日(土)
※休館日は広報カレンダーにも掲載しております。

 

揖斐川図書館
（正面玄関） 

 
JA いびがわ

本店
 

駐輪場 

 返却ポスト

1月11日現在の様子

お
は
な
し
会

　
　
　
会
場
変
更
の
お
知
ら
せ 

揖
斐
川
図
書
館
休
館
中
の
お
は
な
し

会
は
、
日
程
と
会
場
を
変
更
し
て
開
催

し
ま
す
。

おはなしの会「まど」
２月 ２月１日（土）10時 30分～

地域交流センターはなもも 和室
（地域交流センターまつり）

３月 ３月 21日（土）10時 30分～
子育て支援センター

４月 ４月 18日（土）10時 30分～
子育て支援センター
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☆子育て支援センターは、子ども（０～18歳未満）の
　あらゆる相談窓口です。
＊一人で悩んでいないで気軽にご相談ください。

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5
♪さくらんぼ交流
【親子で簡単な
 おひなさま制作】

6
♪ベビーマッサージ

7
♪ダンスでGo!

8

9 10
♪いちご交流
【親子で簡単な
 おひなさま制作】

11
建国記念日

12
※ピッコロ３月号
　（午後）発刊予定

13
発育測定
【保健師栄養士に
 よる測定・相談】

14
♪おやつ教室

15
第３土曜日開館日

16 17 18
★出前保育　
　清水公民館

19
※支援センター活動行
事申込み開始予定

20
♪りんご交流
【親子で簡単な
 おひなさま制作】

21 22

23
天皇誕生日

24
振替休日

25 26 27 28
♥お話ルーム
♪誕生会

29

【2月の活動予定】

・行事の申込みは、前月の中頃より実施日前日まで、揖斐川子育
て支援センターで受付けています。（電話予約不可）
♥は要申込み　♪は要申込みで人数制限があります。
★は、他地域の方も参加できます。
※荒天の場合など行事を中止する場合があります。

～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

揖斐川
揖斐川町南方193　℡ 23-1136
開館日　月曜日～金曜日・第３土曜日
　　　　9：00～ 16：00

年齢別交流で簡単な “おひなさま ”を作りました。（昨年の様子）

◎町内の幼児園　なかよしタイム
　今月は２月12日（水）
　　　　２月26日（水）です
◎揖斐幼稚園　開放日
　２月５日（水）
　♪幼稚園へ申込みください。
　　　　　　　　　　　（当日可）
　℡２２－６００８

※子育てについて職員とおしゃべ
りをしましょう。

◎年齢別交流
会場　子育て支援センターショコラルーム
日時　２月５日（水）さくらんぼ交流
　　　２月10日（月）いちご交流
　　　２月20日（木）りんご交流
　　　10：30～ 11：30
ふれ合い遊びをした後、制作をします。

◎出前保育
会場　清水公民館
日時　２月18日（火）　９：30 ～ 11：30
親子でふれ合い遊び　簡単なおもちゃ制作をし
ます。

子育て支援センター　ありがとうの会
　支援センターで過ごした１年を振り返り、お子さん
の成長を喜び合い、親しくなったママ友やお世話に
なったボランティアさんに感謝し合う会を行います。
日時　３月３日（火）
　　　10：30 ～ 11：30
会場　子育て支援センター　ホール
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揖斐川町は、住民の皆さんの子育てを応援しています。
～子育て支援センターの紹介～

～出前保育　久瀬公民館　料理教室～
　久瀬地区食生活改善連絡協議会の方と久富栄養
士さんに、子どもにとって良い食べ物　味付けな
ど調理方法を教えてもらいました。最近では、お
父さんの参加もあり、家庭での育児参加が積極的
に行われていることがわかります。

☆メニュー紹介☆
・チーズの羽根つき餃子
・具だくさんピリ辛みそ汁
・無限キャベツ
・ひじきのミルク煮

●
「
お
な
か　

す
い
た
な
～
」

～
く
ぜ
幼
児
園
～

　

く
ぜ
幼
児
園
で
は
、
４
月
よ
り
色
々
な
場
所
に
出
か
け
、

四
季
折
々
の
変
化
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
自
然
に
触
れ
る
中

で
、
子
ど
も
た
ち
自
ら
数
々
の
遊
び
を
繰
り
広
げ
、
そ
の

ま
ま
運
動
遊
び
と
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
園
を
取
り
巻

く
自
然
豊
か
な
環
境
を
活
か
し
、
階
段
や
坂
道
を
上
が
っ

た
り
、
土
手
を
駆
け
上
が
っ
た
り
、
時
に
は
田
ん
ぼ
の
あ

ぜ
道
を
歩
い
た
り
。
ま
た
、
自
然
物
に
も
目
を
向
け
て
ク

ズ
の
葉
の
つ
る
で
、
つ
な
ひ
き
を
し
て
引
っ
張
り
っ
こ
が

始
ま
っ
た
り
と
、
常
に
探
究
心
豊
か
に
身
体
全
身
を
使
っ

て
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
い
っ
ぱ
い
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
秋
の
運
動
会
で
は
各
年
齢
に

応
じ
た
運
動
の
取
り
組
み
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
で
は
そ
の
く
ぜ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
サ
ー
キ
ッ
ト

遊
び
が
定
着
し
、
毎
日
元
気
に
身
体
を
動
か
す
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
身
体
を
い
っ
ぱ
い
動
か
す
と
お
腹

が
す
く
と
い
う
感
覚
を
味
わ
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
、
お
腹
の
底
か
ら
「
お
な
か　

す
い
た
な
～
」
と
い
う

素
直
な
つ
ぶ
や
き
が
自
然
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。

　

日
々
の
運
動
遊
び
の
継
続
が
、個
の
力
に
着
実
に
繋
が
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
信
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
身
体
の
動
き
の
変
化
を
感
じ
、
た
く
ま
し
く

清
ら
か
に
育
つ
こ
と
を
願
い
ま
す
。

自 衛 官 等 募 集 案 内
募集種目 受験資格 受　付　期　間 試　験　期　日 合 格 発 表

予備自衛官補
（一般）

18歳以上34歳未満の者 第１回
　１月６日～４月10日

第２回
　７月１日～９月11日

第１回
　４月18日～４月22日

のうち1日
第２回
　10月３日～ 10月６日

のうち1日

第１回
　５月22日

第２回
　11月６日

予備自衛官補
（技能）

18歳以上で保有する技能に
応じ53歳～ 55歳未満の者

※予備自衛官補（一般・技能）については、第１回で採用予定に達した場合、第２回は実施しない場合があります。
※お問い合せ 「自衛隊岐阜地方協力本部  大垣地域事務所」大垣市林町５－18光和ビル２階　℡０５８４－７３－１１５０

※分量など、作り方レシピは子育て支援センターに置いてあります
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～
揖
斐
警
察
署
か
ら
の
お
願
い
～

　
　
　
情
報
社
会
の
現
状
と
対
処
法

12
月
10
日（
火
）
久
瀬
公
民

館
に
お
い
て
、
久
瀬
地
区
老
人

ク
ラ
ブ
協
議
会
の
会
員
約
50
名

に
よ
る
、「
新
地
域
支
援
事
業
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
の
方

ど
う
し
が
声
を
掛
け
合
っ
て
寄

り
合
い
、
相
互
に
見
守
る
居
場

所
づ
く
り
の
た
め
、
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
だ
れ
で
も
参

加
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
、
水
と
森
の
学
習

館
の
指
導
員
に
よ
る
文
鎮
作
り

を
体
験
し
た
ほ
か
、
町
の
職
員

に
よ
る
特
殊
詐
欺
講
演
で
は
、

町
内
で
起
き
た
詐
欺
被
害
に
つ

い
て
の
事
例
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
地
域
福

祉
の
担
い
手
と
し
て
、
令
和
2

年
度
も
引
き
続
き
本
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

○
は
じ
め
に

　
大
阪
の
少
女
が
他
県
の
成
人
男
性
に
連
れ
出
さ
れ
た
事
件

も
あ
り
、
情
報
社
会
の
現
状
に
応
じ
た
問
題
対
策
を
家
庭
単

位
や
、各
個
人
で
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
情
報
社
会
の
現
状
と
は

•

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
保
有
率
が
増
加
傾
向

•

高
い
年
齢
層
の
利
用
目
的
…
地
図
・
交
通
情
報
、天
気
予
報
、

ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト

•

若
年
齢
層
の
利
用
目
的
…
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、動
画
投
稿
サ
イ
ト
、オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

•

他
人
と
の
つ
な
が
る
機
会
が
増
え
る

•

個
人
の
情
報
発
信
手
段
が
増
え
、情
報
の
拡
散
性
が
増
す

•

実
際
の
友
人
間
で
利
用
す
る
公
式
な
ア
カ
ウ
ン
ト
と
、
匿
名

性
高
く
本
人
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
ア
カ
ウ
ン
ト
と
の

使
い
分
け

•

勉
強
、
チ
ケ
ッ
ト
購
入
、
○
○
フ
ァ
ン
等
、
利
用
目
的
に
応
じ

た
ア
カ
ウ
ン
ト
の
作
成

○
問
題
点

•

ア
カ
ウ
ン
ト
等
の 

の
っ
と
り

•

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
拡
散

•

若
年
層
の
ネ
ッ
ト
犯
罪
被
害
の
増
加

　『
使
わ
な
い
』『
見
な
い
』と
い
う
対
応
を
し
て
い
て
は
、
い
つ

ま
で
も
問
題
の
解
決
は
で
き
ず
、
親
世
代
に
知
識
が
な
け
れ

ば
子
供
世
代
か
ら
の
相
談
に
の
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。

○
対
　
策

•

若
年
層
に
浸
透
し
て
い
る
事
実
を
文
化
と
し
て
認
め
、『
ど
う

使
え
ば
安
全
か
』『
な
に
が
危
な
い
の
か
』を
家
族
や
、友
人
と

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

•

悪
意
の
あ
る
者
が
ネ
ッ
ト
を

悪
用
し
て
い
る
こ
と
を
理
解

し
、『
自
分
は
大
丈
夫
』
と
考

え
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

•

問
題
が
深
刻
化
す
る
前
に
警

察
や
、
各
種
相
談
窓
口
に
相

談
を
し
ま
し
ょ
う
。

老
人
ク
ラ
ブ

新
地
域
支
援
事
業

日　程 時　間 会　場・お問い合せ

３月６日（金） 13：00 ～ 16：00
（相談は３件まで）

西濃保健所（西濃総合庁舎）２階 会議室
（大垣市江崎町 422-3）

℡ 0584-73-1111（内線 291）

＊相談は無料・秘密厳守で行います。＊相談時間は１件につき 45 分です。

法律と
こころの
相談会

風しん抗体検査・予防接種
についてのお知らせ

　昭和37年４月２日～昭和54年４月１日の間に生まれた男性
の方は、風しんの抗体保有率が低い可能性があり、国の風しん
追加的対策によって、令和４年３月31日までの３年間に限り、
風しん抗体検査・予防接種を公費で受けることができます。
　今年度は昭和47年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男
性を対象とし、６月にクーポン券を個別通知しています。抗体
検査の有効期限が令和２年３月末となっていますので、まだ受
けていない方は、早めに受けましょう。また抗体検査の結果、
抗体がない場合は、定期予防接種の対象となります。
　お手元にクーポン券がない場合は、発行しますので保健セン
ターにお問い合せください。
【お問い合せ】　揖斐川保健センター　℡23-1511

揖斐郡在宅医療介護連携推進協議講演会

エンディングノートから始める人生会議
～今から始めよう「いってきます」の準備～
「生き方」と「逝き方」を一緒に考えませんか？

日　時：２月16日（日）
　　　　13：30～ 15：00
会　場：地域交流センターはなもも
　　　　大ホール
講　師：福井県おおい町
　　　　国保名田庄診療所所長
　　　　中村 伸一先生
主　催：揖斐郡在宅医療介護連携推進協議会

※エンディングノートを試作します! !
【お問い合せ】揖斐広域連合　℡22-0188
　　　　　　　　　　　　　  fax 21-0126

入場無料

弁護士と臨床心理士による相談会を開催します。
専門家に相談することで、解決の糸口が見つかるかもしれません。また心の負担を軽くする
ことができるかもしれません。お気軽にご利用ください。
相談は予約制になりますので、ご希望される方は下記西濃保健所へお問い合せください。
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杉
山　

幸
広
さ
ん

　
　

杉
山　

禮
蔵
さ
ん

　
　

杉
山　

豊
さ
ん

そ
の
他
案
件 

○
揖
斐
川
町
坂
内
バ
イ
ク
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

ハ
ウ
ス
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者　

川
上
区
自
治
会

　

指
定
の
期
間　

令
和
２
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者　

社
会
福
祉
法
人
揖
斐
川
町

　
　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
協
議
会

　

指
定
の
期
間　

令
和
２
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　

令
和
７
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
介
護
指
導
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者　

社
会
福
祉
法
人
揖
斐
川
町

　
　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
協
議
会

　

指
定
の
期
間　

令
和
２
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　

令
和
７
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
尚
和
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者　

社
会
福
祉
法
人
浩
仁
会

　

指
定
の
期
間　

令
和
２
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
介
護
予
防
拠
点
施
設
し
ず
や
ま

の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者　

株
式
会
社

　

ｉ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

指
定
の
期
間　

令
和
２
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
３
月
31
日

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額　
　

１
４
８
万
６
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　

２
７
億
９
２
７
３
万
５
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
𦙾
永
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額　
　

１
８
９
万
０
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

１
９
９
９
万
０
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額　
　

１
３
２
万
３
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

８
２
８
２
万
３
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

補
正
額　
　

３
５
１
万
０
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　

８
億
２
３
０
３
万
８
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
地
域
情
報
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額　
　

３
３
４
万
６
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　

１
億
２
９
２
８
万
８
０
０
０
円

人
事
案
件

○
揖
斐
川
町
横
蔵
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

　

次
の
７
名
の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

仲
井　

博
信
さ
ん

　
　

森
本　

博
人
さ
ん

　
　

古
野　

道
明
さ
ん

　
　

松
浦　

武
正
さ
ん

条
例
案
件

○
揖
斐
川
町
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の

職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
補
償
規
定
を
整
備

す
る
た
め
、所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
元
年
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
町
議
会

議
員
の
期
末
手
当
を
０
・
０
５
月
分
引
き
上

げ
る
よ
う
、所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
元
年
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
常
勤
の

特
別
職
職
員
の
期
末
手
当
を
０
・
０
５
月
分

引
き
上
げ
る
よ
う
、
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
元
年
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
職
員
の

勤
勉
手
当
を
０
・
０
５
月
分
引
き
上
げ
、
給

料
表
を
改
定
す
る
な
ど
所
要
の
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
）

　

補
正
額　２

億
４
７
５
６
万
４
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　

１
４
５
億
６
７
０
１
万
１
０
０
０
円

令和元年第７回揖斐川町議会定例会が、12月６日から13日までの８日間の会期で開催されました。
初日には条例案件４件、予算案件６件、その他11件の計21議案が提出され、町長から提案理由の説明が
行われました。このうち２議案が可決・同意され、残る19議案の審査は各常任委員会に付託されました。
９日には総務文教、10日には民生建設の各常任委員会が開催され、それぞれ付託された議案の審査が行わ
れました。12日の定例会２日目には、７名の議員が一般質問を行いました。最終日の13日には、付託された
議案の審査結果が各常任委員長から報告され、質疑・討論・採決が行われ、すべての議案が原案どおり可決
されました。本定例会に提出された案件の主な内容、また一般質問および答弁の要旨は次のとおりです。

第 7 回揖斐川町議会 定例会
議 会 だ よ り
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○
揖
斐
川
町
福
祉
作
業
所
の
指
定
管
理
者
の

指
定

　

指
定
管
理
者　

社
会
福
祉
法
人
大
和
社
会

　
　
　
　
　
　
　

福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー

　

指
定
の
期
間　

令
和
２
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
老
人
保
健
施
設
山
び
こ
の
郷
の

指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者　

公
益
社
団
法
人
地
域
医
療

　
　
　
　
　
　
　

振
興
協
会

　

指
定
の
期
間　

令
和
２
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
診
療
所
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
指
定
管
理
者　

公
益
社
団
法
人
地
域
医
療

　
　
　
　
　
　
　

振
興
協
会

　

指
定
の
期
間　

令
和
２
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
３
月
31
日

○
揖
斐
川
町
谷
汲
ジ
ビ
エ
加
工
処
理
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者　

株
式
会
社
キ
サ
ラ
エ
フ　

　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
ズ

　

指
定
の
期
間　

令
和
２
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
３
月
31
日

○
岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約

の
変
更
に
関
す
る
協
議

　

中
農
地
域
・
東
濃
・
飛
騨
農
業
共
済
事
務

組
合
が
脱
退
す
る
こ
と
に
よ
り
規
約
変
更
が

生
じ
ま
し
た
。

10
月

　

10
日　

議
会
行
政
視
察
研
修（
～
11
日
）

　

18
日　

10
月
月
例
会

11
月

　

26
日　

第
８
回
議
会
運
営
委
員
会

12
月

　

６
日　

第
７
回
町
議
会
定
例
会（
初
日
）

　

６
日　

第
２
回
土
地
施
設
特
別
委
員
会

　

６
日　

第
３
回
公
共
交
通
特
別
委
員
会

　

６
日　

第
３
回
全
員
協
議
会

　

９
日　

第
４
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

10
日　

第
４
回
民
生
建
設
常
任
委
員
会

　

12
日　

第
７
回
町
議
会
定
例
会（
２
日
目
）

　
　
　
　
　
　
　

一
般
質
問

　

13
日　

第
７
回
町
議
会
定
例
会（
最
終
日
）

　

13
日　

第
２
回
海
外
戦
略
特
別
委
員
会

　

13
日　

第
４
回
全
員
協
議
会

　

24
日　

議
会
要
望
活
動
・
研
修（
～
25
日
）

　
【
清
水
政
則
議
員
　
全
国
町
村
議
会

議
長
会
表
彰
を
受
賞
】

　

令
和
元
年
11
月
13
日
、
東
京
・
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
全
国
町
村
議
会
議

長
全
国
大
会 

創
立
70
周
年
記
念
式
典

が
行
わ
れ
、
揖
斐
川
町
議
会
議
員
と
し

て
永
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
の
発
展
及

び
住
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
水
は
定
期
的
に
検
査
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
養
豚
場
の
井
戸
水
だ
け
で
な
く
、

近
所
で
利
用
さ
れ
て
い
る
井
戸
水
も
検
査
い

た
だ
き
、
こ
れ
を
公
表
し
、
住
民
の
不
安
を

解
消
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
の
検
査
結
果
は
ま
だ
聞
い
て

い
ま
せ
ん
し
、
11
月
と
来
月
２
月
に
行
わ
れ

る
検
査
も
結
果
を
公
表
し
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
安
全
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
の
考
え
を
お

尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

先
の
豚
コ
レ
ラ（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
発
生
に
伴
う

殺
処
分
後
の
水
質
検
査
に
つ
い
て
、
県
に
お

い
て
埋
却
場
所
の
直
近
下
流
と
な
る
発
生
農

場
内
２
箇
所
で
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
、
検
査

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
水
質
検
査
は
、

引
き
続
き
３
年
間
を
目
途
と
し
て
、
定
期
的

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
12
日
、
11
月
７
日
の
２
回
の
検
査
で

は
、
Ｐ
Ｈ（
水
素
イ
オ
ン
指
数
）、
Ｂ
Ｏ
Ｄ（
生

物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）、全
窒
素
、全
リ
ン
、

Ｓ
Ｓ（
浮
遊
物
質
量
）、
大
腸
菌
群
と
い
っ
た

６
項
目
の
い
ず
れ
も
、
畜
産
排
水
基
準
値
を

満
た
し
て
い
る
と
の
結
果
報
告
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
揖
斐
川
町
南
部
簡
易
水
道
中
下
名

礼
水
源
地
で
も
水
道
法
に
基
づ
く
水
質
検
査

を
毎
月
行
っ
て
お
り
、
そ
の
検
査
結
果
で
も

異
常
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
地

下
水
へ
の
影
響
は
無
い
も
の
と
判
断
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
検
査
結
果
に
つ
い
て
、

区
長
を
通
じ
て
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
サ
ン
プ
ル
の
採
取
場
所
も
必
要
に
応

議
会
活
動
報
告

ここが聞きたい
一般質問

議員７名が町政を問う

本定例会の一般質問の要旨をお知
らせします。（紙面の都合上、質問及
び答弁は要約しています。）

平
井　
豊
司 

議
員

豚
の
殺
処
分
後
の
水
質
検
査
に
つ
い
て

　

今
年
８
月
、
谷
汲
名
礼
地
区
内
で
豚
コ
レ

ラ（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

殺
処
分
さ
れ
た
約
３
千
６
百
頭
の
豚
は
、

養
豚
場
の
道
を
挟
ん
だ
西
側
に
穴
を
掘
り
、

シ
ー
ト
を
張
っ
て
埋
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

県
に
よ
る
中
名
礼
地
区
の
説
明
会
で
は
、

豚
コ
レ
ラ
は
豚
に
は
感
染
す
る
が
人
に
は
感

染
し
な
い
種
類
の
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
こ
と
、

埋
設
箇
所
は
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
腐

敗
し
て
も
漏
れ
な
い
、
地
下
水
脈
ま
で
に
濾

過
さ
れ
て
綺
麗
に
な
る
の
で
大
丈
夫
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
井
戸
水
を
使
用
し
て

い
る
住
民
か
ら
は
、
大
丈
夫
か
と
い
う
疑
問

や
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

県
か
ら
は
９
月
に
簡
易
な
検
査
と
、
11

月
、
来
年
２
月
に
詳
細
な
検
査
を
実
施
す
る

こ
と
、
検
体
は
養
豚
場
の
井
戸
２
箇
所
で
行

う
と
の
説
明
で
し
た
。

　

豚
を
埋
め
た
場
所
の
下
流
、
下
名
礼
地
区

で
は
井
戸
水
を
汲
み
上
げ
て
簡
易
水
道
と
し

て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
名
礼
地
区
全
体
の
住

民
か
ら
不
安
の
声
が
あ
り
ま
す
。
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原
子
力
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
県

が
美
浜
原
発
の
Ｕ
Ｐ
Ｚ（
原
子
力
発
電
所
か

ら
概
ね
30
㎞
圏
内
）
地
域
の
坂
内
川
上
地
区

を
対
象
に
行
う
防
災
訓
練
で
あ
り
、
町
と
し

て
も
、
県
内
唯
一
の
Ｕ
Ｐ
Ｚ
地
域
を
有
す
る

こ
と
か
ら
、
県
と
と
も
に
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

原
子
力
防
災
訓
練
は
、
年
々
課
題
を
解
消

し
な
が
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
原
子
力

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向
や
見
解

を
踏
ま
え
つ
つ
、
住
民
へ
の
情
報
提
供
や
訓

練
の
あ
り
方
な
ど
、
県
と
と
も
に
検
討
し
な

が
ら
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
務
部
長
よ
り
答
弁

さ
せ
ま
す
。

総
務
部
長

　

原
子
力
防
災
訓
練
は
、
本
年
は
11
月
24
日

の
日
曜
日
に
実
施
し
ま
し
た
が
、
地
震
発
生

は
２
日
前
の
11
月
22
日
、
午
前
８
時
30
分
の

想
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
は
、
11
月
22
日
の
発
災
か
ら
、
24
日

の
一
時
移
転
ま
で
の
３
日
間
の
想
定
を
、
半

日
に
圧
縮
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
の
想
定
内
容
は
、22
日
９
時
30
分
に
、

美
浜
原
子
力
発
電
所
の
全
交
流
電
源
が
喪
失

し
、
施
設
敷
地
緊
急
事
態
と
な
り
、
10
時
30

分
に
原
子
炉
冷
却
機
能
が
失
わ
れ
、
全
面
緊

急
事
態
へ
と
進
展
、
10
時
45
分
に
原
子
力
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
原
子
力
発
電
所
５

㎞
圏
内
は
避
難
開
始
と
な
り
、
坂
内
川
上
地

区
が
屋
内
待
避
と
な
り
ま
し
た
。
23
日
５
時

30
分
に
炉
心
損
傷
が
あ
り
、
放
射
性
物
質
が

放
出
さ
れ
は
じ
め
、
６
時
に
坂
内
全
域
の
屋

じ
て
増
設
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
も
協
力

し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
を

解
消
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
良
好
な
集
落

環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

小
倉　
昌
弘 

議
員

防
災
訓
練
等
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
で
は
、
災
害
か
ら
命
を
守
る
揖

斐
川
町
・
揖
斐
郡
消
防
協
会
合
同
総
合
防
災

訓
練
な
ど
、
住
民
参
加
の
訓
練
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
の
台
風
な
ど
で
は
、
今
ま

で
に
な
い
強
風
や
豪
雨
等
に
よ
り
大
変
な
被

害
が
起
き
て
い
ま
す
。
今
の
訓
練
は
根
本
か

ら
見
直
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

小
島
地
区
で
は
、
防
災
訓
練
に
子
供
た
ち

が
参
加
し
、
体
育
館
で
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
囲
っ

た
所
で
一
晩
過
ご
し
、自
炊
を
し
て
い
ま
す
。

訓
練
後
、
小
島
公
民
館
で
の
講
演
会
で
、
講

師
の
東
北
被
災
体
験
者
か
ら
は
、「
外
で
や
っ

て
い
る
よ
う
な
訓
練
で
は
意
味
が
な
い
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
私
も
イ
ベ
ン
ト
化
し
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で

訴
え
る
こ
と
も
大
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

災
害
が
起
き
た
と
き
に
、
ど
こ
へ
避
難
す
れ

ば
い
い
の
か
な
ど
、
地
域
に
合
っ
た
訓
練
を

す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

小
島
地
区
で
は
数
年
前
に
発
生
し
た
大
谷

川
、
朝
鳥
川
の
氾
濫
の
と
き
、
道
路
に
流
れ

出
た
濁
流
、
土
石
流
に
囲
ま
れ
、
ど
こ
に
も

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

町
の
避
難
訓
練
で
も
、
豪
雨
の
中
で
は
こ

の
避
難
所
に
来
る
の
は
危
険
で
は
な
い
か
と

思
う
と
き
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

や
集
ま
り
の
場
で
、
防
災
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
個
別
の
意
見
を
聞
き
、
相
談
に
乗
る
こ
と

は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
に
、
先
日
、
坂
内
地
区
で
福
井
県
内
の

原
発
事
故
を
想
定
し
て
避
難
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

も
し
、
事
故
が
起
き
た
ら
ど
う
す
る
か
と

い
う
訓
練
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
11
月
24
日

８
時
か
ら
集
合
の
訓
練
で
し
た
が
、
い
つ
事

故
が
起
き
た
と
想
定
し
て
実
施
し
た
訓
練
で

し
ょ
う
か
。
事
故
が
起
き
た
と
き
、
バ
ス
の

手
配
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

そ
れ
と
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
白
い
カ
ッ
パ

を
着
て
い
た
の
で
す
が
、
各
家
庭
に
保
管
し

て
い
る
の
か
、
事
前
に
配
っ
た
も
の
か
を
お

尋
ね
し
ま
す
。

　

ま
た
、
坂
内
地
区
か
ら
大
和
小
学
校
へ
の

避
難
中
に
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
流
れ
ま
し

た
。

　

１
回
目
は
、
福
井
県
内
の
原
子
力
発
電
所

で
異
常
が
見
つ
か
っ
た
、
屋
内
非
難
や
そ
の

他
の
避
難
行
動
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
と
の
内

容
で
し
た
。
２
回
目
は
、
坂
内
川
上
地
内
の

住
民
は
屋
内
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
と
の
内

容
で
し
た
。
こ
の
と
き
、
川
上
地
区
だ
け
で

は
な
く
、
坂
内
地
区
全
域
の
住
民
が
避
難
訓

練
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
緊
急
通
報
メ
ー
ル

と
実
際
の
避
難
訓
練
の
時
間
が
バ
ラ
バ
ラ
で

す
。

　

な
ぜ
、
坂
内
地
区
だ
け
の
行
事
に
す
る
の

で
す
か
。
訓
練
な
の
で「
坂
内
地
区
の
住
民

は
避
難
中
で
す
。
そ
の
他
の
地
域
の
住
民
は

避
難
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
メ
ー

ル
に
し
、
揖
斐
川
町
全
域
で
共
有
す
る
べ
き

間
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
町
の
考
え
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

災
害
か
ら
命
を
守
る
揖
斐
川
町
総
合
防
災

訓
練
は
、
揖
斐
川
地
域
に
お
い
て
防
災
の
日

の
前
後
に
実
施
し
、
そ
の
他
地
域
に
お
い
て

は
、
毎
年
６
月
に
地
域
を
変
え
て
土
砂
災
害

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
郡
総
合
防
災
訓
練
は
、３
年
に
一
度
、

合
同
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

町
総
合
防
災
訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

に
よ
る
各
種
の
災
害
発
生
を
想
定
し
、
関
係

機
関
、
民
間
団
体
及
び
地
域
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
相
互
の
協
力
を
確
立
す
る
と
と
も

に
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
地
震
発
生
時
に
自
分
の

身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一
人
ひ
と

り
が
そ
の
場
に
お
い
て
一
斉
に「
姿
勢
を
低

く
す
る
」、「
頭
や
体
を
守
る
」、「
揺
れ
が
収

ま
る
ま
で
待
つ
」
と
い
っ
た「
安
全
行
動
」

を
と
る「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」
を
初
め

て
実
施
し
ま
し
た
。

　

近
年
多
様
化
す
る
災
害
に
対
応
す
る
た

め
、
訓
練
内
容
を
見
直
す
よ
う
既
に
関
係
部

局
に
指
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、自
助
・

共
助
に
よ
る
、
地
域
は
自
ら
の
手
で
守
る
と

い
う
点
に
つ
い
て
も
、
訓
練
に
盛
り
込
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

区
単
位
で
の
訓
練
に
つ
い
て
は
、
区
の
地

形
や
構
成
人
口
等
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
実

施
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
開
催
の
防
災
士
養
成
講
座
に
は
、

各
区
よ
り
多
数
の
方
が
受
講
し
て
い
た
だ
け

る
と
聞
い
て
お
り
、
資
格
を
取
得
さ
れ
た

リ
ー
ダ
ー
の
方
と
区
と
が
協
力
し
て
訓
練
を

実
施
す
る
際
は
、
町
と
し
て
も
情
報
提
供
等

の
協
力
を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
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全
国
の
自
治
体
で
は
、
す
で
に
死
亡
手
続

き
等
の
煩
雑
さ
や
負
担
の
軽
減
か
ら
、
一
つ

の
窓
口
で
関
係
す
る
手
続
き
が
で
き
る「
お

悔
み
コ
ー
ナ
ー
」
と
い
っ
た
名
称
の
窓
口
を

設
置
し
て
い
る
自
治
体
が
増
え
て
お
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
全
国
的
に
広
ま
る

中
、
町
で
も
死
亡
に
限
ら
ず
、
役
場
の
業
務

全
般
で
の
諸
手
続
き
、
届
出
、
証
明
書
の
交

付
等
が
で
き
る
だ
け
一
つ
の
窓
口
に
集
約
さ

れ
、住
民
の
方
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
、

い
わ
ゆ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
、
窓
口

の
改
善
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
町
と
し
て
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

現
在
の
本
庁
舎
は
、
届
出
や
証
明
等
、
住

民
の
方
の
来
庁
目
的
が
多
い　

住
民
福
祉
部

及
び
税
務
課
、
上
下
水
道
課
を
１
階
に
配
置

し
、
各
担
当
窓
口
へ
の
移
動
等
が
少
な
く
て

済
む
課
の
配
置
や
事
務
分
掌
と
し
て
お
り
、

来
庁
者
の
負
担
は
少
な
い
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
住
民
福
祉
部
長
よ
り

答
弁
さ
せ
ま
す
。

住
民
福
祉
部
長

　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
や
総
合
窓
口
な

ど
、
特
定
の
窓
口
で
住
民
の
皆
さ
ん
が
必
要

な
手
続
き
を
可
能
な
限
り
一
括
し
て
行
え
る

よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
住
民
負
担
を
軽
減
す

る
意
味
で
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
組
織
や
職
員
体
制
の
変
更
、
予

算
、
庁
舎
レ
イ
ア
ウ
ト
や
シ
ス
テ
ム
の
改

内
待
避
が
追
加
さ
れ
、
24
日
ま
で
待
避
と
な

り
、
24
日
の
訓
練
当
日
、
坂
内
地
域
で
一
時

移
転
基
準
を
超
え
る
放
射
線
量
が
10
時
30
分

に
検
出
、
こ
れ
を
受
け
て
岐
阜
県
本
部
員
会

議
で
一
時
移
転
実
施
方
針
が
決
定
さ
れ
、
同

日
午
後
に
避
難
開
始
と
い
う
想
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

事
故
が
起
き
た
場
合
の
バ
ス
の
手
配
は
、

先
ず
町
が
保
有
し
て
い
る
車
輌
を
使
用
し
ま

す
が
、不
足
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

県
に
対
し
て
不
足
車
輌
の
支
援
を
要
請
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
が
着
用
し
て
い
た
白
い
カ
ッ
パ
、
雨

天
用
の
レ
イ
ン
コ
ー
ト
は
、
町
で
備
蓄
し
て

い
る
も
の
を
事
前
に
配
布
し
た
も
の
で
、
各

家
庭
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

緊
急
速
報
メ
ー
ル（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）
は

９
時
40
分
と
10
時
50
分
の
２
回
流
し
ま
し
た

が
、
想
定
と
し
て
は
、
１
回
目
は
22
日
の
９

時
30
分
に
原
子
力
防
災
法
第
10
条
の
施
設
敷

地
緊
急
事
態
発
生
の
通
報
を
原
子
力
発
電
所

か
ら
受
け
て
メ
ー
ル
通
報
を
行
い
、
２
回
目

は
22
日
の
10
時
30
分
に
原
子
力
防
災
法
第
15

条
に
定
め
る
全
面
緊
急
事
態
発
生
の
通
報
を

受
け
て
メ
ー
ル
通
報
を
訓
練
し
た
も
の
で

す
。

　

想
定
日
と
訓
練
日
が
異
な
っ
て
い
ま
す

が
、
時
間
は
同
じ
時
間
帯
で
メ
ー
ル
訓
練
を

行
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
際
の
避
難
訓
練
と
行

動
の
差
異
が
生
じ
た
も
の
で
す
。

　

原
子
力
防
災
訓
練
は
坂
内
地
域
だ
け
の
訓

練
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
内
で
は
Ｕ
Ｐ
Ｚ

区
域
が
坂
内
川
上
地
区
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
訓
練
と
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

エ
リ
ア
メ
ー
ル
訓
練
に
つ
い
て
は
、
県
と

協
議
し
た
上
、
ど
の
よ
う
な
訓
練
に
す
べ
き

か
を
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

岡
部　
栄
一 

議
員

水
道
事
業
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

現
在
、
全
国
的
に
各
自
治
体
の
水
道
事
業

は
、
水
道
施
設
や
水
道
管
が
老
朽
化
し
、
そ

の
修
繕
、
更
新
な
ど
に
多
額
の
費
用
が
見
込

ま
れ
る
な
ど
、
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
全
国
の
自
治
体
で

は
経
費
削
減
の
た
め
に
、
水
道
施
設
設
備
の

削
減
や
統
廃
合
な
ど
を
進
め
、
水
道
事
業
経

営
の
安
定
化
を
図
る
自
治
体
が
増
え
て
お
り

ま
す
。

　

私
は
平
成
29
年
９
月
定
例
議
会
の
決
算
特

別
委
員
会
で
、
上
水
道
と
簡
易
水
道
等
の
統

合
を
進
め
て
、
水
道
事
業
の
合
理
化
、
効
率

化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
質
問
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

あ
れ
か
ら
２
年
が
経
ち
、
人
口
減
少
が
進

み
、
財
政
も
一
層
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
速

や
か
に
水
道
事
業
の
統
合
や
施
設
設
備
の
統

廃
合
な
ど
、
水
道
事
業
全
体
の
再
構
築
を
図

る
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
ま
す
が
、
町
と

し
て
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

町
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
下
水
道
事
業

の
実
施
に
伴
う
水
道
管
の
布
設
替
工
事
を
進

め
て
い
く
中
で
、
減
価
償
却
費
や
起
債
償
還

に
よ
り
、
水
道
経
営
の
財
政
圧
迫
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
水
道
料
金
の
改
定
と
、
簡

易
水
道
の
上
水
道
へ
の
統
合
と
い
っ
た
施
設

管
理
の
効
率
化
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
に
は
、
合
理
化
の
検
討
資
料

と
な
り
、
中
長
期
的
に
事
業
を
継
続
し
て
い

く
た
め
の
基
本
方
針
で
あ
る「
経
営
戦
略
」

を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
地
域
間
や
会

計
間
で
の
課
題
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
の
合
理
化
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
か
を
継
続
し

て
検
討
し
て
い
る
中
、
平
成
31
年
１
月
25
日

付
で
、
公
営
企
業
化
に
向
け
て
、
国
か
ら
の

通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
か
ら
は
、
公
営
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

が
急
速
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
中
、
公
営

企
業
会
計
の
適
用
に
よ
り
、
資
産
を
含
む
経

営
状
況
を
比
較
可
能
な
形
で
的
確
に
把
握

し
、
適
切
な
原
価
計
算
に
基
づ
く
料
金
水
準

の
設
定
は
基
盤
強
化
の
上
で
不
可
欠
な
取
組

で
あ
り
、
広
域
化
、
民
間
活
用
等
の
推
進
に

当
た
っ
て
も
、
公
営
企
業
会
計
に
基
づ
く
財

務
諸
表
は
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
６

年
度
に
は
公
営
企
業
化
を
行
う
よ
う
に
と
の

技
術
的
な
助
言
で
し
た
。

　

こ
の
通
知
を
受
け
、
町
と
し
て
は
現
在
の

大
和
、
脛
永
、
市
場
、
谷
汲
、
北
部
の
５
簡

易
水
道
に
つ
い
て
、
上
水
道
と
同
様
に
先
ず

は
公
営
企
業
化
を
行
い
、
そ
の
後
に
事
業
統

合
を
進
め
、
合
理
化
・
効
率
化
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
部　
栄
一 

議
員

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　

住
民
の
方
か
ら
、
親
族
が
亡
く
な
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
の
た
め
に
役
場
に
行
っ

た
が
、
手
続
き
の
種
類
が
多
く
、
い
く
つ
も

の
課
を
回
っ
て
大
変
だ
っ
た
、
も
っ
と
簡
単

に
な
ら
な
い
か
と
い
う
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
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町 

長

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
揖
斐
分
署
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
19
年
12
月
、
平
成
23
年
12
月
及

び
令
和
元
年
６
月
定
例
会
に
も
答
弁
し
て
い

ま
す
が
、
分
署
設
置
は
消
防
広
域
化
と
密
接

な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
10
月
29
日
、
岐
阜
県
に
お
け
る
消
防

指
令
業
務
の
共
同
運
用
に
関
す
る
調
査
・
検

討
会
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
共
同
運
用
調

査
・
検
討
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
消
防
指
令
業
務
の
広
域
化
に
つ
い

て
の
調
査
検
討
会
で
あ
り
、
県
内
で
の
統
合

を
目
指
し
て
協
議
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
は
昭
和
45
年
４
月
に
２

町
１
村（
揖
斐
川
町
、
大
野
町
、
谷
汲
村
）

で
ス
タ
ー
ト
し
、
順
次
、
東
・
北
・
西
分
署

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
経
緯
を
踏
ま
え
、

地
理
的
、
社
会
的
要
因
、
救
急
業
務
の
時
間

短
縮
な
ど
か
ら
、
揖
斐
川
地
区
の
分
署
設
置

は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
消
防
指
令
業

務
の
共
同
運
用
の
検
討
、
動
向
を
見
極
め
つ

つ
、
関
係
機
関
へ
引
き
続
き
、
粘
り
強
く
働

き
か
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
西　
武
久 

議
員

小
津
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て

　

昭
和
60
年
頃
か
ら
水
源
確
保
と
称
し
、
国

の
政
策
で
山
間
部
に
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
植
林

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
時
は
３
０
０
人
近
い

方
が
就
労
し
、
山
村
の
所
得
向
上
に
寄
与
し

た
事
業
で
し
た
。

　

ス
ギ
は
保
水
能
力
に
弱
く
、
大
雨
の
と
き

は
保
水
す
る
力
が
な
い
た
め
、
鉄
砲
水
と
な

り
、
山
崩
れ
が
発
生
し
ま
す
。

修
、
職
員
の
育
成
な
ど
の
課
題
も
多
く
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
は「
１
ヶ
所
か
つ
、

１
回
で
全
て
の
手
続
き
を
完
了
す
る
」
と
い

う
意
味
を
持
ち
ま
す
が
、
こ
れ
に
こ
だ
わ
る

と
か
え
っ
て
事
務
処
理
に
時
間
を
要
す
る
場

合
も
あ
り
、
そ
の
結
果
、
他
の
来
庁
者
を
待

た
せ
る
結
果
に
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま

す
。

　

届
出
・
申
請
・
証
明
発
行
・
相
談
な
ど
住

民
の
皆
さ
ん
が
必
要
と
さ
れ
る
手
続
き
等
は

多
く
あ
り
ま
す
。
町
で
は
、
転
入
・
転
出
・

出
産
・
死
亡
な
ど
の
届
出
窓
口
と
な
る
住
民

生
活
課
が
、
保
険
・
年
金
・
福
祉
医
療
等
も

所
管
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
手
続
き
を

同
時
に
行
え
る
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

死
亡
届
を
提
出
さ
れ
た
方
へ
は
、
死
亡
後

に
必
要
と
な
る
手
続
き
の
一
覧
表
を
お
渡
し

し
、
手
続
き
方
法
や
担
当
窓
口
等
を
案
内
し

て
い
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
介
護
保
険
を

所
管
す
る
健
康
福
祉
課
職
員
が
出
向
い
て
説

明
を
行
う
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
担
当
窓
口
で
は
、
専
門
性
を
有
し
た
職

員
が
状
況
等
を
確
認
し
な
が
ら
慎
重
か
つ
丁

寧
に
対
応
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
が
で

き
る
限
り
少
な
く
な
る
よ
う
手
続
き
を
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
県
内
市
町
村
等
で
構
成
す

る
市
町
村
情
報
化
研
究
会
に
て
、「
総
合
窓

口
シ
ス
テ
ム
」
開
発
に
向
け
た
調
査
・
研
究

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
町
と
し
て
は
、
今
後

の
動
向
も
踏
ま
え
、
よ
り
改
善
で
き
る
事
項

が
あ
れ
ば
検
討
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

大
西　
武
久 

議
員

揖
斐
川
左
岸
道
路
拡
幅
に
つ
い
て

　

今
年
４
月
に
、
揖
斐
厚
生
病
院
の
大
野
町

へ
の
移
転
計
画
を
知
り
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
民
の
重
篤
患
者
を
緊
急
搬
送
す

る
に
は
、
ア
ク
セ
ス
道
路
が
必
要
に
な
る
と

考
え
ま
す
。

　

町
で
は
、
都
市
計
画
道
路
の
推
進
、
国
道

３
０
３
号
線
の
整
備
を
推
進
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
短
期
間
で
整
備
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

左
岸
堤
防
は
、
右
岸
堤
防
に
比
べ
、
緊
急

車
両
が
通
行
す
る
に
は
道
幅
が
狭
く
利
用
し

に
く
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
、
岡
島
橋
か
ら
平
野
庄
橋
ま
で
拡

幅
す
る
よ
う
に
、
国
や
県
に
要
望
す
べ
き
と

思
い
ま
す
が
、町
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

岡
島
橋
か
ら
三
町
大
橋
付
近
ま
で
の
区
間

に
つ
い
て
、
現
在
、
県
に
お
い
て
都
市
計
画

道
路
大
野
揖
斐
川
線
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、こ
の
都
市
計
画
道
路
の
整
備
は
、

町
と
し
て
は
最
重
要
課
題
と
考
え
て
お
り
、

早
期
完
成
に
向
け
て
議
会
の
皆
さ
ん
や
地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
引
き
続
き

関
係
各
機
関
に
強
く
要
望
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
こ
の
区
間
の
町
道
に
つ
い

て
、
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
を
図
る
べ
く
、
上

ミ
野
地
内
か
ら
島
地
内
の
道
路
幅
員
が
狭

く
、
普
通
車
の
す
れ
違
い
が
困
難
で
あ
る
約

１
・
５
㎞
の
区
間
に
つ
い
て
、
早
期
に
事
業

効
果
が
図
れ
る
よ
う
現
況
法
面
を
有
効
利
用

し
た
拡
幅
工
事
を
平
成
27
年
に
着
手
し
、
昨

年
度
完
成
し
ま
し
た
。

　

三
町
大
橋
か
ら
平
野
庄
橋
ま
で
の
区
間
に

つ
い
て
は
、
普
通
車
の
す
れ
違
い
は
で
き
る

も
の
の
、
２
車
線
整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
り
ま
す
。　

　

こ
の
た
め
、
町
と
し
て
は
、
河
川
及
び
道

路
管
理
者
で
あ
る
国
や
県
、
隣
接
す
る
大
野

町
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
そ
の
整
備
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う

要
望
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

大
西　
武
久 

議
員

常
設
消
防
署
設
置
に
つ
い
て

　

緊
急
搬
送
に
つ
い
て
、
揖
斐
川
右
岸
の
春

日
、
小
島
、
𦙾
永
地
区
の
住
民
は
、
広
い
右

岸
堤
防
を
利
用
す
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
揖

斐
川
左
岸
の
旧
４
村
と
北
方
、
大
和
、
三
輪

地
区
の
住
民
は
、
緊
急
搬
送
の
時
間
が
か
か

り
す
ぎ
、
生
命
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
率
が

高
い
と
思
い
ま
す
。

　

岡
島
橋
左
岸
か
ら
平
野
庄
橋
ま
で
車
で
は

８
分
程
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

仮
に
堤
防
の
左
岸
道
路
が
完
成
し
た
と
し

て
も
、
患
者
を
搬
送
す
る
緊
急
車
両
が
揖
斐

川
地
区
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
ま
で
は
揖
斐
厚
生
病
院
が
町
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
町
民
も
さ
ほ
ど
気
に
留
め
ず
に
い

ま
し
た
が
、
大
野
町
に
移
転
し
た
場
合
は
、

緊
急
車
両
が
大
野
町
の
揖
斐
郡
消
防
組
合
本

部
か
ら
出
動
し
、
揖
斐
川
地
区
の
患
者
を
搬

送
す
る
に
は
現
在
の
倍
の
時
間
が
か
か
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

揖
斐
郡
消
防
組
合　

揖
斐
分
署
の
新
設
は

町
民
の
権
利
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
の
考
え

を
お
尋
ね
し
ま
す
。
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健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
世
論
調
査
に

お
い
て
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
学
校
の
部
活
動
と

し
て
認
め
る
な
ら
小
中
高
の
ど
の
段
階
か
ら

か
の
問
い
に「
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
」
が

42
・
６
％
で
最
多
、「
高
校
か
ら
」が
18
・
９
％
、

「
中
学
校
か
ら
」が
８
・
３
％
、「
小
学
校
か
ら
」

が
８
・
５
％
で
、
計
35
・
７
％
が
容
認
す
る

結
果
で
し
た
。

　

全
国
的
に
も
徐
々
に
部
活
動
が
増
え
て
お

り
、
県
内
で
も
県
立
岐
阜
商
業
高
校
で
先
月

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
部
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
が
き
っ
か
け
で
不
登
校
だ
っ

た
生
徒
が
学
校
に
来
る
よ
う
に
な
り
、
し
か

も
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
り
す
る
。
複

数
の
学
校
で
そ
う
し
た
事
例
が
出
て
い
ま

す
。

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
専
門
指
導
者
が
不
要
、

数
人
で
部
活
動
が
可
能
で
あ
り
、
小
規
模
校

に
も
適
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
、
町
内
の
西

濃
学
園
高
校
や
揖
斐
高
校
な
ど
に
呼
び
か
け

が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
小
中
学

校
で
の
体
験
学
習
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。
町
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
と
は
、
電
子
機
器
を
用

い
て
行
う
娯
楽
、
競
技
、
ス
ポ
ー
ツ
全
般
を

指
し
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、
格
闘
技
な
ど
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
で
、
複
数
の
プ
レ

イ
ヤ
ー
が
画
面
上
で
競
い
合
う
こ
と
か
ら
、

広
い
意
味
で
ス
ポ
ー
ツ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

国
で
は
、
昨
年
策
定
の「
未
来
投
資
戦
略

２
０
１
８
」
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
政
策
に
お
い

て
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
が
日
本
の
魅
力
を
活
か
す

　

平
成
元
年
９
月
１
日
か
ら
７
日
に
か
け
て

秋
雨
前
線
に
よ
り
総
雨
量
９
３
０
㎜
の
集
中

豪
雨
が
発
生
し
、
旧
久
瀬
村
、
谷
汲
村
を
中

心
に
大
き
な
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
災
害
時
に
は
、
植
林
し
た
ス
ギ
は
ま

だ
細
い
状
態
で
し
た
が
、
あ
れ
だ
け
の
大
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
、
伐
採
期
に
あ
る

人
工
林
で
同
じ
よ
う
な
集
中
豪
雨
が
起
き
た

場
合
、
被
害
は
数
十
倍
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

旧
久
瀬
村
は
人
工
林
の
比
率
が
県
下
で
最

も
多
く
、
住
民
は
絶
え
ず
生
命
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
小
津
地
区
は
、
集
落
の
周
辺
、
山
の

隅
々
ま
で
植
林
さ
れ
、
大
変
危
険
な
地
区
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
は
国
道
県
道
か
ら
離
れ
た

集
落
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
大
規
模

林
道
等
が
接
道
し
て
お
り
、
緊
急
時
は
迂
回

路
と
し
て
利
用
が
可
能
で
す
。

　

し
か
し
、
小
津
地
区
は
、
行
き
止
ま
り
の

県
道
神
原
西
津
汲
線
の
み
で
迂
回
路
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
道
路
は
、
平
成
５
年
に
東
津
汲
と
小

津
間
の
一
部
が
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
道
路
改
良

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
小
津
地
区
が
孤
立
し
な
い
よ
う

住
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、
ま
た
、
横
蔵
地

区
、
谷
汲
山
華
厳
寺
等
へ
の
観
光
開
発
促
進

の
た
め
、
再
度
、
小
津
ト
ン
ネ
ル
建
設
に
つ

い
て
、
県
に
要
望
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

町
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

町
で
は
、
災
害
時
の
孤
立
集
落
解
消
を
重

要
課
題
と
捉
え
、
町
道
な
ど
の
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
県
に
県
道
整
備
を
強
く
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

小
津
地
区
に
つ
い
て
も
、
孤
立
化
の
懸
念

を
解
消
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

県
で
は
優
先
度
を
考
慮
し
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
お
り
、
小
津
地
区
の
住
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
踏
ま
え
て
、
当
路
線
の
国
道
３
０
３

号
か
ら
小
津
集
落
ま
で
の
幅
員
の
狭
い
箇
所

の
改
良
や
、
落
石
対
策
を
順
次
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

小
津
か
ら
横
蔵
間
の
道
路
整
備
は
、
過
去

よ
り
県
へ
は
要
望
を
し
て
お
り
、
直
近
で
は

本
年
10
月
、
県
へ
ト
ン
ネ
ル
化
も
含
め
、
車

両
通
行
不
能
区
間
の
解
消
に
向
け
て
取
組
ん

で
い
た
だ
く
よ
う
地
域
の
皆
様
で
構
成
さ
れ

る「
一
般
県
道
神
原
西
津
汲
線
道
づ
く
り
委

員
会
」
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
要
望
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

町
と
し
て
は
、
災
害
時
な
ど
の
孤
立
化
懸

念
を
解
消
す
る
た
め
、
一
般
県
道
神
原
西
津

汲
線
の
本
区
間
に
つ
い
て
、
ト
ン
ネ
ル
化
も

含
め
、
車
両
通
行
不
能
区
間
の
解
消
に
向
け

て
今
後
も
引
き
続
き
地
域
の
皆
様
と
と
も
に

県
に
強
く
要
望
し
て
い
く
考
え
で
す
。

岩
間　
　
誠 

議
員

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
ス

ポ
ー
ツ
の
略
称
で
、
コ
ン
ピ
ビ
ュ
ー
タ
ー

ゲ
ー
ム
で
対
戦
を
し
て
勝
敗
を
競
う
も
の
で

格
闘
技
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
種
類
が
あ
り
ま

す
。

　

現
在
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
人
口
は
、
世

界
で
１
億
人
に
達
す
る
と
言
わ
れ
、
ま
た
そ

の
参
加
す
る
主
な
年
齢
層
は
10
代
か
ら
30
代

の
若
い
世
代
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
で
も
、
平
成
30
年
12
月
に
一
般
社

団
法
人
岐
阜
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
方
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
ゲ
ー

ム
へ
の
依
存
症
と
い
っ
た
弊
害
に
つ
い
て
問

題
視
す
る
声
が
あ
り
ま
す
。

　

時
事
通
信
が
令
和
元
年
５
月
に
発
表
し
た

健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
世
論
調
査
で

は
、
今
後
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
が
普
及
す
る
と
の
意

見
が
42
・
８
％
あ
り
、
こ
う
し
た
意
見
は
若

い
世
代
に
高
い
と
い
う
傾
向
が
出
て
い
ま

す
。

　

普
及
し
な
い
は
27
・７
％
で
、
理
由
は「
ス

ポ
ー
ツ
と
は
思
え
な
い
」「
健
康
や
体
カ
づ

く
り
に
役
立
た
な
い
」「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ゲ
ー
ム
を
奨
励
す
る
よ
う
で
教
育
に
よ
く
な

い
」
と
い
う
意
見
で
す
。

　

な
お
、
介
護
施
設
に
お
い
て
も
認
知
症
予

防
と
し
て
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
障
が
い
者
が
健
常
者
と

と
も
に
競
技
に
参
加
し
、
交
流
や
自
己
実
現

の
手
段
と
し
て
も
期
待
で
き
ま
す
。
反
射
神

経
や
集
中
力
、
戦
略
的
思
考
力
の
向
上
と

い
っ
た
利
点
も
あ
り
ま
す
。

　

若
い
人
た
ち
が
集
い
、
交
流
す
る
場
づ
く

り
は
、ま
ち
に
活
力
を
与
え
る
と
考
え
ま
す
。 

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
も
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
知
っ
て

も
ら
い
、
普
及
し
て
い
く
こ
と
で
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
で
き
る
お
試
し
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
、
民
間
と
協
働
し
て
、
現
事

業
の
一
つ
と
し
て
来
年
度
、
取
り
組
み
が
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
町
の
考
え
を
お
尋
ね

し
ま
す
。



17 Public Information IBIGAWA  2020. 2

し
て
い
ま
す
。
笠
間
市
を
始
め
多
く
の
自
治

体
は
法
律
に
則
し
た「
空
き
家
等
の
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
そ
れ
に
続

い
て
空
き
家
等
対
策
協
議
会
の
設
置
や
空
き

家
等
対
策
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の

流
れ
の
中
か
ら
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
活
用

や
、
特
定
空
き
家
を
含
む
管
理
不
全
な
空
き

家
対
策
な
ど
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
町
も
空
き
家
等
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
や
協
議
会
を
設

置
し
、
増
加
す
る
空
き
家
対
策
に
本
腰
を
入

れ
て
取
組
む
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

町 

長

　

空
き
家
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
人
の
財
産

で
あ
り
、
所
有
者
が
適
正
に
管
理
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
基
本
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
内
に
お
い
て
増
え
つ

つ
あ
る
空
き
家
に
対
し
て
、
移
住
定
住
促
進

の
た
め
の
利
活
用
や
、
適
正
に
管
理
さ
れ
て

い
な
い「
特
定
空
き
家
」
へ
の
対
応
な
ど
を
、

計
画
的
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の

認
識
の
も
と
、「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
の

創
設
や
、
空
き
家
の
調
査
な
ど
を
実
施
し
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
は
、
現
在
ま
で
に
累
計
48

件
の
登
録
が
あ
り
、
27
件
の
成
約
が
あ
り
ま

し
た
。

　

空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
移
住
定

住
や
地
域
活
力
の
向
上
、
観
光
利
用
や
農
泊

体
験
な
ど
、
様
々
な
展
開
が
可
能
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
地
域
全
体
を
家
と
捉
え
、
点
在

す
る
空
き
家
を
部
屋
と
考
え
て
の
滞
在
型
や

定
住
型
の
利
用
展
開
や
地
域
に
よ
っ
て
異
な

る
文
化
や
伝
統
的
な
生
活
の
体
験
利
用
、
ま

た
、
先
週
の
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
た
、
谷
汲

新
た
な
成
長
領
域
と
し
て
注
目
し
、
環
境
整

備
に
取
り
組
む
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
世
界
規
模
で
は
、

多
額
の
賞
金
を
競
う
大
会
が
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
刑
法
、

風
営
法
、
景
品
表
示
法
に
お
け
る
問
題
、
課

題
が
あ
り
、
一
般
社
団
法
人
日
本
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
連
合
な
ど
の
関
係
機
関
に
お
い
て
、
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進
と
課
題
解
決
に
向
け
て

調
査
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
段
階
で
す
。

　

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
す

が
、
国
内
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
町
と

し
て
は
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
推
進
に
つ

い
て
、
現
時
点
で
は
慎
重
に
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

体
験
で
き
る
お
試
し
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
、
町
に
は
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち

に
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う

場
と
し
て
、
ま
た
、
世
代
を
超
え
て
交
流
す

る
場
と
し
て
、
場
所
の
提
供
や
後
援
等
、
民

間
企
業
、
団
体
等
に
支
援
す
る
形
で
実
施
し

て
い
く
こ
と
は
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
施
策
と
し
て
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
は
、
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
状
況
を
注
視

し
、
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
西
濃
学
園
や
揖
斐
高
校
な
ど
へ

の
呼
び
か
け
」
と「
小
中
学
校
で
の
体
験
学

習
」
に
つ
い
て
は
、
教
育
長
よ
り
答
弁
さ
せ

ま
す
。

教
育
長

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
競
技
人
口
の
増
加
と
と

も
に
、
低
年
齢
化
も
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
中
、
競
技
を
行
う
た
め
に
は
、
集
中

力
，
向
上
力
、
瞬
発
力
と
い
っ
た
様
々
な
身

体
能
力
が
求
め
ら
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
、

今
年
の
５
月
、
生
活
に
支
障
を
き
た
す
程

ゲ
ー
ム
に
依
存
し
て
し
ま
う
症
状
を「
ゲ
ー

ム
障
害
」
と
し
て
認
定
し「
国
際
疾
病
分
類
」

に
加
え
ま
し
た
。

　

今
回
、
実
施
さ
れ
た
全
国
調
査
に
よ
れ
ば

「
趣
味
や
友
達
に
会
う
な
ど
大
切
な
活
動
へ

の
興
味
が
著
し
く
下
が
っ
た
」、「
ゲ
ー
ム
に

よ
っ
て
学
業
や
仕
事
に
悪
影
響
が
出
て
も
続

け
た
」、「
腰
痛
や
目
の
痛
み
な
ど
体
の
問
題

が
起
き
て
も
や
め
ら
れ
な
か
っ
た
」、「
睡
眠

障
害
や
不
安
な
ど
心
の
問
題
が
起
き
て
も
続

け
た
」
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
ゲ
ー
ム
障
害
」
に
つ
い
て
は
、
有

効
な
治
療
法
は
確
立
し
て
い
な
い
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
揖
斐
川
町
内
の
小
中
学
校

で
は「
ジ
ュ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ル
ー
ル
」
を
策
定

し
、
ゲ
ー
ム
の
時
間
制
限
な
ど
、
ネ
ッ
ト
に

関
す
る
ル
ー
ル
を
設
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
内
の
高
校
へ

の
呼
び
か
け
は
、
各
学
校
運
営
上
の
取
組
み

に
関
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
町
と
し
て
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
で
の
体
験
学
習
に
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
を
組
み
込
む
こ
と
は
、
現
時
点
で
は

行
う
段
階
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

宇
佐
美　
直
道 

議
員

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
活
性
化
と
町
の
空
き

家
に
対
す
る
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
の
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

よ
る
と
、
当
町
の
住
宅
の
空
き
家
数
は
１
，

９
４
０
戸
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
般
、
町
議
会
議
員
研
修
で
、
茨
城
県
笠

間
市
に
て
先
進
的
な
空
き
家
対
策
の
取
組
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

笠
間
市
の
空
き
家
等
対
策
の
主
な
取
組
に

つ
い
て
は
、
①
空
き
家
の
実
態
調
査
及
び
所

有
者
を
特
定
の
上
、
検
討
対
象
と
す
べ
き
空

き
家
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
。
②
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
た
空
き
家
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
り

適
正
に
管
理
さ
れ
た
も
の
と
倒
壌
等
の
恐
れ

が
あ
る
特
定
空
き
家
、
そ
の
中
間
の
も
の
に

分
類
し
、所
有
者
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
を
促
す
。

③
売
却
や
賃
貸
を
希
望
す
る
も
の
は
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
に
登
録
。
管
理
不
全
な
空
き
家

は
改
善
を
、
特
に
特
定
空
き
家
に
つ
い
て
は

解
体
撤
去
を
指
導
。
④
補
助
制
度
と
し
て
、

空
き
家
の
売
り
手
・
貸
し
手
に
は
家
財
道
具

処
分
費
用
や
家
屋
修
繕
費
用
等
へ
の
補
助
。

買
い
手
・
借
り
手
に
は
家
屋
購
入
費
や
家
賃

補
助
、
特
定
空
き
家
に
は
解
体
撤
去
補
助
な

ど
が
あ
り
、
成
果
を
挙
げ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

当
町
に
は
、
平
成
28
年
か
ら
空
き
家
情
報

登
録「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
が
あ
り
ま
す

が
、
現
在
15
件
ほ
ど
の
登
録
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
笠
間
市
の
よ
う
に
、
ま
ず
は
検
討
対
象

空
き
家
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
か
ら
始
め
て
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
の
登
録
件
数
を
増
や
す
こ

と
。
そ
れ
と
、
町
に
は
補
助
制
度
と
し
て
田

舎
暮
ら
し
住
宅
活
用
奨
励
金
や
賃
貸
住
宅
家

賃
助
成
奨
励
金
が
あ
り
ま
す
が
、
笠
間
市
並

み
に
補
助
制
度
を
充
実
さ
せ
て
空
き
家
市
場

の
活
性
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま

す
。

　

国
は
、
平
成
26
年
に「
空
き
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
を
制
定
し
、

各
自
治
体
に
空
き
家
等
の
適
切
な
管
理
を
促
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町
で
は
、
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
岐
阜
厚
生
連
か

ら
新
病
院
建
設
に
関
す
る
立
地
条
件
等
の
説

明
は
正
式
に
受
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
新
病
院

に
か
か
る
基
本
構
想
・
基
本
計
画
づ
く
り
の

中
で
、
地
元
と
な
る
大
野
町
と
の
情
報
共
有

は
さ
れ
て
お
り
、
概
ね
千
年
に
一
回
程
度
の

洪
水
を
想
定
し
た
計
画
を
現
在
、
策
定
中
で

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

 

大
西　
政
美 

議
員

久
瀬
ト
ン
ネ
ル
迂
回
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

今
年
も
11
月
10
日
に
盛
大
に
指
斐
川
マ
ラ

ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

エ
ン
ト
リ
ー
状
況
で
す
が
、
５
月
27
日
20

時
開
始
で
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
39
分
で
定
員

と
な
り
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
は
27
分
で
定
員

と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
ラ
ン
ニ
ン
グ
１
０
０
選
22
年
連
続
入

賞
の
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
は
、
心
と
心
が
繋

が
る
大
応
援
団
、
名
物
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
、
幼

児
園
か
ら
小
学
生
は
応
援
、
中
学
生
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
、
大
会
を
支
え
る
多
く
の
関
係

者
の
皆
さ
ん
と
、
町
民
が
一
丸
と
な
っ
た
ワ

ン
チ
ー
ム
の
心
を
込
め
た
お
も
て
な
し
が
、

エ
ン
ト
リ
ー
時
間
に
現
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

高
低
差
１
２
７
メ
ー
ト
ル
の
難
関
コ
ー
ス

が
特
徴
で
、
高
橋
尚
子
さ
ん
か
ら
は
、
こ
の

コ
ー
ス
を
完
走
で
き
れ
ば
、
全
国
の
大
会
に

も
挑
め
る
と
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
は
、
台
風

と
大
雨
の
影
響
で
落
石
の
危
険
性
が
あ
る
た

め
県
道
山
東
本
巣
線
が
29
㎞
地
点
で
左
折
、

久
瀬
橋
を
渡
り
国
道
３
０
３
号
線
へ
、
久
瀬

ト
ン
ネ
ル
北
口
か
ら
東
津
汲
の
下
山
線
に
変

地
域
の
古
民
家
を
活
用
し
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
、
空
き
家
利
活
用
の
ひ
と

つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
推
進
と

併
せ
て
、
利
活
用
の
た
め
の
様
々
な
仕
組
み

づ
く
り
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
所
有
者
へ

の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
企
画
部
長
、
総
務
部

長
よ
り
答
弁
さ
せ
ま
す
。

企
画
部
長

　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
多
く
の
人
に
周
知

し
、
登
録
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
平

成
30
年
度
、
調
査
に
よ
り
利
用
可
能
と
判
断

し
た
17
件
の
物
件
所
有
者
に
対
し
、
登
録
の

依
頼
文
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
の
代
表
区
長
会
で
制
度
説
明
と

登
録
へ
の
声
か
け
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
発
送
の
固
定
資
産
税
納
税
通
知

書
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
案
内
チ
ラ
シ

を
同
封
し
、全
納
税
者
宛
に
送
付
し
ま
し
た
。

　

こ
の
案
内
チ
ラ
シ
を
見
ら
れ
た
空
き
家
所

有
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
資
料
請
求
が
多

く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
所
有
者
が
空
き

家
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
作
り
に
な
っ

た
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
方

法
で
、
制
度
の
周
知
を
図
り
登
録
数
の
増
加

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
利
用
者
の
た
め
の
補
助
制

度
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
制
度
を
運
用
し
な

が
ら
、
他
の
自
治
体
の
制
度
等
を
参
考
に
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
良
い
の
か
を
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
利
用
者
の
た
め
の
補
助
制

度
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
制
度
を
運
用
し
な

が
ら
、
他
の
自
治
体
の
制
度
等
を
参
考
に
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
良
い
の
か
を
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

総
務
部
長

　

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
に
基
づ
き
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

本
年
度
、
町
で
は
空
き
家
等
対
策
計
画
を

策
定
し
、
こ
の
計
画
を
受
け
て
の
空
き
家
等

対
策
協
議
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

条
例
制
定
す
る
場
合
は
、
協
議
会
等
の
ご

意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
利
活
用
を
含
め
た
空

き
家
等
対
策
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。宇

佐
美　
直
道 

議
員

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

　

本
年
10
月
関
東
地
方
を
襲
っ
た
台
風
19
号

や
、
台
風
21
号
の
影
響
に
よ
る
豪
雨
は
、
河

川
の
氾
濫
を
は
じ
め
、
水
害
の
恐
ろ
し
さ
を

改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
で
は
平
成
27
年
に
水
防
法
を

改
正
し
、
想
定
さ
れ
る
最
大
の
雨
量
に
合
せ

た「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
作
成
基
準

を
、
最
大
雨
量
が
今
ま
で
の
百
年
に
一
度
レ

ベ
ル
か
ら
、
千
年
に
一
度
の
レ
ベ
ル
で
見
直

し
て
公
表
す
る
よ
う
に
各
自
治
体
に
義
務
付

け
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
基
準
で
の
公
表
は
新
聞
に
よ

り
ま
す
と
、
本
年
３
月
末
時
点
で
33
％
の
自

治
体
に
止
ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
揖
斐

郡
で
公
表
し
て
い
る
の
は
大
野
町
の
み
で

す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
町
で
も
早
急
に
新
基
準

に
よ
る
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
公
表
が
望

ま
れ
ま
す
が
、
現
状
を
説
明
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
野
町
の
新
し
い
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
見
ま
す
と
、
同
町
の
道
の
駅
周
辺

か
ら
根
尾
川
と
揖
斐
川
の
合
流
点
に
至
る
地

域
は
、
最
大
レ
ベ
ル
の
豪
雨
が
根
尾
川
流
域

に
降
っ
た
場
合
と
、
揖
斐
川
流
域
に
降
っ
た

場
合
、
い
ず
れ
も
水
深
５
～
10
ｍ
の
浸
水
と

な
り
、
最
長
一
週
聞
は
水
が
引
か
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
に
移
転
が
予
定
さ

れ
て
い
る
揖
斐
厚
生
病
院
は
、
災
害
拠
点
病

院
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ

の
立
地
条
件
に
つ
い
て
、
町
は
厚
生
連
か
ら

ど
の
よ
う
な
説
明
を
受
け
て
い
ま
す
か
。

町 

長

　

町
に
お
い
て
は
、
国
や
県
か
ら
の
通
知
内

容
を
反
映
さ
せ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
来
年

度
作
成
し
ま
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
周
知

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
揖
斐
厚
生
病
院
の
立
地
条
件
に
関

し
て
は
、
住
民
福
祉
部
長
よ
り
答
弁
さ
せ
ま

す
。住

民
福
祉
部
長

　

大
野
町
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る

と
、
新
病
院
の
建
設
予
定
地
で
あ
る
大
野
町

下
磯
地
区
は
、
洪
水
時
の
浸
水
深
は
５
ｍ
か

ら
10
ｍ
、
浸
水
継
続
時
間
は
最
大
一
週
間
と

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
２
日
間
の
総
雨
量
、
い
わ
ゆ
る

48
時
間
の
総
雨
量
が
６
６
７
㎜
あ
っ
た
場

合
、
概
ね
千
年
に
一
回
程
度
に
よ
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
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町
建
設
課
も
事
故
対
策
と
し
て
啓
発
看
板

を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
暫
定
対
策
で
す
。

　

交
差
点
西
は
歩
行
者
も
通
行
し
て
お
り
、

巻
き
込
ま
れ
事
故
に
繋
が
る
事
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
大
事
故
に
な
ら
な
い
う
ち
に
改
善
が

急
務
だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
信
号
機
の
設
置
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。
町
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

総
務
部
長

　

信
号
機
設
置
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
県
公
安

委
員
会
が
行
う
も
の
で
す
。

　

役
場
東
、
Ｊ
Ａ
給
油
所
西
交
差
点
の
信
号

機
設
置
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
設
置
に
対
す

る
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
設
置

要
望
を
行
い
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
春
と
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
、
夏
と
年
末
の
交
通
安
全

県
民
運
動
期
間
中
に
早
朝
街
頭
啓
発
、
音
声

告
知
放
送
に
よ
る
広
報
周
知
、
交
通
指
導
車

に
よ
る
巡
回
指
導
を
行
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は

も
ち
ろ
ん
住
民
の
皆
さ
ん
に
、
広
く
啓
発
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
域
の
交
通
安
全
協
会
に
よ
る

積
極
的
な
交
通
安
全
対
応
や
幼
児
園
、
小
中

学
校
、
高
等
学
校
に
お
け
る
交
通
安
全
教
育

の
推
進
等
、
様
々
な
交
通
安
全
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
交
通
安
全
事
業
を
展
開
し
、
交
通
事
故

ゼ
ロ
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

更
し
ま
し
た
。
東
津
汲
か
ら
乙
原
間
の
下
山

線
は
落
石
が
多
く
、
落
石
防
止
ネ
ッ
ト
か
ら

も
大
小
の
石
が
落
石
し
、
通
行
止
め
が
度
々

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

久
瀬
ト
ン
ネ
ル
の
迂
回
路
と
し
て
下
山
線

は
大
切
な
生
活
道
路
で
あ
り
、
マ
ラ
ソ
ン

コ
ー
ス
と
し
て
も
大
切
な
道
路
で
す
。

　

冬
期
間
も
通
行
可
能
に
す
る
等
、
下
山
線

の
定
期
的
な
道
路
整
備
、
特
に
落
石
等
の
撤

去
、
老
朽
化
し
た
落
石
防
止
ネ
ッ
ト
の
取
替

え
、
舗
装
道
路
陥
没
箇
所
の
改
修
を
行
っ
て

い
た
だ
き
、
安
心
安
全
の
確
保
と
、
マ
ラ
ソ

ン
ラ
ン
ナ
ー
に
安
全
安
心
な
お
も
て
な
し
が

で
き
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

町 

長

　

町
道
久
瀬
下
山
線
は
、
国
道
３
０
３
号
久

瀬
ト
ン
ネ
ル
の
迂
回
路
並
び
に
中
部
電
力
の

久
瀬
発
電
所
が
あ
る
な
ど
、
地
域
の
皆
様
の

生
活
に
は
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
道
路
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
区
間
に
お
け
る
落
石
の
撤
去
等
に
つ

い
て
は
、
通
常
実
施
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
大
雨

及
び
台
風
の
通
過
後
に
は
緊
急
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
す
る
な
ど
、
臨
機
応
変
な
対
応
を
し

て
い
ま
す
。

　

落
石
対
策
に
つ
い
て
は
、
町
が
実
施
す
る

も
の
に
加
え
、
町
道
の
上
部
に
つ
い
て
、
特

に
危
険
な
箇
所
や
落
石
の
多
い
箇
所
は
、
県

の
農
林
事
務
所
に
要
望
し
、
調
査
及
び
対
策

を
順
次
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
落
石
防
止
老
朽
化
ネ
ッ
ト
の
張
替

え
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
測
量
及
び
点
検
を

実
施
し
、
今
年
度
は
設
計
業
務
を
一
部
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
整
備
に
つ
い
て

は
、
県
の
治
山
事
業
と
調
整
し
な
が
ら
、
緊

急
性
等
優
先
順
位
を
つ
け
、
順
次
実
施
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　

更
に
、
舗
装
道
路
陥
没
箇
所
の
修
繕
工
事

に
つ
い
て
、
落
石
の
撤
去
と
同
様
に
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
必
要
に
応
じ
て
修
繕
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
県
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
今
ま
で
同
様
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
ま
す
。

大
西　
政
美 

議
員

山
間
地
域
の
除
雪
対
策
に
つ
い
て

　

今
年
も
暖
冬
の
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
近

年
の
天
候
は
温
暖
化
の
せ
い
か
予
測
が
つ
か

な
い
状
況
で
す
。

　

山
間
地
域
で
は
、
降
雪
時
に
生
活
道
路
の

除
雪
を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
通
勤
通
学

に
支
障
が
生
じ
ま
す
。
早
朝
か
ら
の
除
雪
作

業
の
お
か
げ
で
安
全
に
通
勤
通
学
が
で
き
ま

す
。

　

最
近
、
除
雪
作
業
を
行
う
業
者
か
ら
、
近

年
は
積
雪
量
が
少
な
く
、
除
雪
車
の
リ
ー
ス

料
で
赤
字
が
続
き
除
雪
作
業
を
や
め
た
い
と

の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
い
つ
大
雪
が
あ
る
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
の
で
除
雪
車
の
確
保
は
必
要
で
す
。

　

今
後
の
山
間
地
域
の
除
雪
対
応
に
つ
い

て
、
除
雪
契
約
期
間
内
に
除
雪
車
を
町
で

リ
ー
ス
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
各
振
興
事
務
所
で
除
雪
車
を
購
入

し
、
建
設
業
協
会
に
業
務
委
託
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

町 

長

　

全
域
が
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本

町
で
は
、
除
雪
は
町
民
の
安
全･

安
心
な
生

活
や
経
済
活
動
を
支
え
る
上
で
大
変
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
除
雪
に
は
多
大
な
経
費

が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
委
託
を
受
け
て
作

業
を
行
う
建
設
業
界
で
は
、
高
齢
化
等
に
よ

る
担
い
手
が
不
足
し
て
お
り
、
全
国
的
に
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
で
は
約
２
４
０
㎞
の
延
長
を
39

社
の
委
託
業
者
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
除
雪
機
械
は
、
除
雪
ド
ー
ザ
ー
や

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
を
合
計
16
台
保
有
し
て

お
り
、
今
年
度
は
１
台
追
加
し
た
14
台
を
委

託
業
者
に
貸
与
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
委
託
業
者
が
除
雪
機
械
を
保
持
し

易
く
な
る
よ
う
に
、
機
械
ご
と
に
経
費
の
一

部
を
負
担
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
県
は
平

成
26
年
度
よ
り
、
町
で
は
平
成
27
年
度
よ
り

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
機
械
の
老
朽
化
に
よ
る
更
新
や
除

雪
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨

年
度
は
１
台
、
今
年
度
は
２
台
の
除
雪
機
械

を
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
地
域
の
皆
様
や
委
託
業
者

の
方
々
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
町
が

保
有
す
る
除
雪
機
械
を
更
新
す
る
な
ど
、
今

後
も　

ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
が
実
施
で
き
る
よ

う
除
雪
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

大
西　
政
美 

議
員

Ｊ
Ａ
給
油
所
西
、
役
場
の
東
交
差
点
の
安
全

対
策
に
つ
い
て

　

揖
斐
警
察
署
に
も
確
認
し
ま
し
た
が
、
役

場
の
東
、
Ｊ
Ａ
給
油
所
西
の
交
差
点
は
見
通

し
が
悪
い
た
め
、
車
両
対
車
両
の
交
通
事
故

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
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「所得税及び復興特別所得税の確定申告・町県民税申告」のお知らせ
申告の受付期間は、 ２月17日（月）～３月16日（月） ※土・日・祝日を除く

申告相談会場および受付対象地区は、本誌22ページのとおりです。
　町県民税の申告書は、2月上旬頃郵送予定です。申告書が届かなくても必要な方は申告してください。
　申告には、所得税および復興特別所得税の確定申告（国税）と町県民税申告（地方税）がありますが、所得税
および復興特別所得税の確定申告をされますと、同時に「町県民税申告」がされたものとみなされます。

　所得税および復興特別所得税の確定申告が必要な方　
（１）事業所得（営業・農業）や不動産所得（地代・家賃等）があった方
（２）給与所得者のうち、たとえば、次のような方が該当します。
	 ①お勤め先で年末調整を受けていない方
	 ②２カ所以上から給与を受けている方
（３）土地、建物、株などの売却による譲渡所得のあった方（但し、上場株式の譲渡所得で、特定口座の取引で源泉

徴収されている場合は、申告しなくても差し支えありません）
（４）（３）に該当する方および青色申告の方、住宅借入金等特別控除を受ける方は、役場等で申告をお受けできな

い場合がございますので、税務署（会場：大垣市民会館）への直接申告をお願いいたします。
（５）上記以外の方でも医療費控除、寄附金控除または雑損控除など各種控除を受けたい場合や、雑所得や一時所

得など各種所得の合計額から所得控除を差し引いて残額のある方などは、確定申告をする必要があります。

　町県民税申告が必要な方　
　令和２年１月１日現在、揖斐川町内に住所のある方で、次の①～③のすべてに当てはまる方
①所得税および復興特別所得税の確定申告をされない方
②給与所得のあった方で勤務先から役場へ「給与支払報告書」の提出のない方
　※提出の有無は勤務先にご確認ください
③営業、地代、家賃、配当、農業、年金などの所得があった方
注）平成31年（令和元年）中に所得がなかった方でも、申告が必要な場合があります。（生活状況等を記
入して申告していただくこととなります）
・国民健康保険に加入している方（国民健康保険税の計算に必要となります）
・所得に関する証明書が必要な方（国民年金保険料免除申請、福祉医療、児童扶養手当などの公的扶助､
町営住宅入居、幼児園入所、教育等に関する申請に必要となる場合があります）

　年金受給者の確定申告不要制度　
　平成23年度の税制改正により、次の①・②のどちらにも当てはまる方は確定申告が不要になりました。
①公的年金等の収入金額が400 万円以下の方（複数から受給されている場合は、その合計額です）
②当該年金以外の他の所得金額の合計が20 万円以下の方
注）所得税の還付を受ける場合は確定申告が必要となります。
※確定申告書の提出を要しない場合であっても、公的年金等に係る雑所得以外に所得のある方や控除内容に
変更または追加のある方などは、町県民税の申告が必要になる場合があります。

　申告に必要なもの　
●「確定申告のお知らせ」（はがきまたは通知書）または町県民税の申告書（税務署または役場から送付された方のみ）
●印鑑（朱肉を使うもの）●給与所得者は源泉徴収票の原本　●公的年金等受給者は、源泉徴収票の原本
●営業・農業などの事業所得者は、収支内訳書（帳簿等収入・支出の明細がわかるもの）
※営業所得や農業所得などのある方で、収入・支出の整理がされていない場合、受付に時間がかかり、会場が大
変混雑することとなりますので、お断りすることがございます。必ず収入・支出を整理しておいてください。

●所得控除を受けるために必要な証明書、領収書など（平成３１年（令和元年）1月から12月分のもの）
・生命保険料、地震保険料、旧長期損害保険料の控除証明書
・社会保険料、国民健康保険税、国民年金保険料等の控除証明書または領収書
・配偶者所得のわかるもの
・障害者控除を受ける方は身体障害者手帳や療育手帳など
●医療費控除の明細書またはセルフメディケーション税制の明細書（平成31年（令和元年）1月から12月分のもの）
・セルフメディケーション税制の明細書には、健康への保持増進および予防への取組を行ったことを明らかにする書類
・医療費等のうち保険金などで補填される金額のわかるもの
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セルフメディケーション税制とは
　健康の保持増進および疾病の予防への取り組みとして一定の取組みを行っている納税者が、平成29年１月１日から令和3年
12月31日までの間に自己または自己と生計を一にする配偶者その他の親族のために特定一般用医薬品等購入費（いわゆるス
イッチOTC医薬品の購入費用）を支払った場合には、一定の金額の所得控除（医療費控除）を受けることができるものです。セ
ルフメディケーション税制は医療費控除の特例であり、従来の医療費控除との選択適用となります。この特例を受ける場合は、
従来の医療費控除と併せて受けることはできません。

※平成29年分の確定申告から、領収書の提出の代わりに「医療費控除の明細書」または「セルフメディケーション税制の明細書」の添付が
必要となりました。ただし、平成31年分(令和元年分)までの確定申告については、医療費等領収書の添付または提示によることもできます。
（医療費等の領収書は診療を受けた方・医療機関ごとに整理し、合計額を計算しておいて下さい）

平成30年分確定申告以降の町・県民税申告の申告書や申請書等には、個人番号の記載および本
人確認書類の提示または写し（コピー）の添付が必要です。
●申告書や申請書等には申告をする方や扶養親族となる方などの個人番号の記載が、確定申告の際には申告をす
る方の「本人確認書類の写し ( コピー ) の添付」または町・県民税申告の際には申告をする方の「本人確認書
類の提示若しくは写し (コピー ) の添付」が必要です。※申告する年ごとに毎回必要になります。
＜本人確認書類について＞
　個人番号カードのある方は、個人番号カードの表面と裏面を、個人番号カードのない方は、番号確認書類（①）
と身元確認書類（②）が必要です。
①番号確認書類・・・ご本人の個人番号（12桁）を確認できる書類（通知カード、個人番号の記載のある住民票の

写し　など）
②身元確認書類・・・記載した個人番号の持ち主であることを確認できる書類（運転免許証、パスポート、在

留カード、公的医療保険の被保険者証、身体障害者手帳　など）
　e-Tax で送信される場合は、「本人確認書類の提示または写し」の提出は不要です。

譲渡所得（土地・建物・株式を売った場合など）・贈与税・消費税に関する申告については、
大垣市民会館で申告を行ってください。（土・日・祝日を除く）

大垣税務署から確定申告会場のご案内
　令和元年分所得税および復興特別所得税、個人事業者の消費税および地方消費税、贈与税の申告会場が、「大垣
市民会館」で開設されます。
●開設期間　2月 17 日（月）～ 3月 16 日（月）  ※土・日・祝日を除く
●開設時間　9時～ 17 時（受付終了時間：16 時）
●会　　場　大垣市民会館　　3階 大会議室　 大垣市新田町 1－ 2（大垣市民プール南隣）
　申告書の作成には時間を要しますので、会場の混雑の状況により、案内を早めに終了する場合があります。
※上記開設期間中、大垣税務署には申告会場を設けておりません。
※会場では、職員のアドバイスの下、ご自身でパソコン画面を操作し申告書を作成していただく取組みを行っております。
※大垣市民会館への電話によるお問い合せはご遠慮ください。
（注）確定申告会場では相続税のご相談は受け付けておりません。
【お問い合せ】大垣税務署　℡ 0584-78-4101（自動音声案内に従ってご用件の番号を選択してください）

住宅借入金等特別控除の確定申告説明会
※大垣税務署と西濃各市町との合同説明会です。
　10年以上の住宅ローン等を利用して住宅（認定長期優良住宅を含む。）等を取得した方、住宅の増改築をした方または
住宅ローン等を利用せず認定長期優良住宅を取得した方（平成31年中（令和元年中）に入居した方）はご来場ください。
●開催日　2月 13 日（木）　　●開設時間　9時 30 分～ 12 時（11 時受付終了）
●会　場　大垣市民会館（大垣市新田町 1-2）　３階 大会議室
　上記日時にご都合が悪い場合、次の日程でも説明会は行います。
　　2月 12 日（水）　　9時 30 分～ 12 時（11 時受付終了）、13 時～ 16 時（15 時受付終了）
　　2月 13 日（木）　　9時 30 分～ 12 時（11 時受付終了）、13 時～ 16 時（15 時受付終了）
　　2月 14 日（金）　　9時 30 分～ 12 時（11 時受付終了）、13 時～ 16 時（15 時受付終了）
　会場の混雑状況により、午前・午後の部ともに、案内を早めに終了する場合があります。

　申告書に代えて「確定申告のお知らせ」が送付されます。　
　平成 30 年分の所得税および復興所得税の確定申告書を、役場申告会場等の相談会場にて書面で提出された
方には、令和元年分の確定申告書用紙は送付されません。申告書用紙に代えて、「確定申告のお知らせ」（はが
きまたは通知書）が大垣税務署から送付されますので、各申告会場にお越しの際は、必ずご持参ください。

【お問い合せ】揖斐川町税務課　℡２２－２１１１
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令和元年分申告相談会場・日程

■揖斐川地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

２

17 月 北方

9時～16時
※土・日・祝日
　を除く。

揖斐川町役場

18 火 大和（上南方）

19 水 大和
（若松・房島・極楽寺）

20 木 𦙾永

21 金 清水

25 火 小島
（上野・白樫・市場・瑞岩寺）

26 水 小島
（上記以外の地区）

27 木 揖斐

28 金 揖斐

３
2
～
16

月
～
月
揖斐川地域全域

■谷汲地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

２

17 月 神原・木曽屋・有鳥

9時～16時
※土・日・祝日
　を除く。

谷汲振興事務所

18 火 高科・岐礼・沖野

19 水 府内・上長瀬

20 木 下長瀬・赤石・山田

21 金 深坂

25 火 大洞

26 水 名礼

27 木 徳積

2/28

～

3/16

金
～
月
谷汲地域全域

※昨年の申告相談から、会場が谷汲振興事務所のみとなりました。

■春日地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

２

17 月 春日地域全域

9時～16時
※土・日・祝日
　を除く。

春日振興事務所

18 火 滝・樫・上ヶ流

19 水 下ヶ流

20 木 香六・古屋

21 金 小宮神

25 火 川合・中山

26 水 美束

2/27

～

3/16

木
～
月
春日地域全域

※昨年の申告相談から、会場が春日振興事務所のみとなりました。

■久瀬地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

2/17

～

3/1６

月
～
月
久瀬地域全域

9時～16時
※土・日・祝日
　を除く。

久瀬振興事務所

■藤橋地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

2/17

～

3/16

月
～
月
藤橋地域全域

9時～16時
※土・日・祝日
　を除く。

藤橋振興事務所

■坂内地域
月 日 曜日 地区 時間・会場

2/17

～

3/16

月
～
月
坂内地域全域

9時～16時
※土・日・祝日
　を除く。

坂内振興事務所

各地域における申告会場は、次のとおりです。
申告期間中は、会場が大変混雑します。地区ごとの日にち割りにご協力いただき、時間に余裕をもってお越し
ください。
なお、所得税の青色申告・譲渡所得（土地・建物・株式を売った場合など）・贈与税・消費税に関する申告につ
いては、大垣税務署が開設する確定申告会場（大垣市民会館）で申告をお願いします。
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　人件費とは・・・　
人件費とは、職員の給与・手当そのほか、町長・議員な
どの特別職の給料・報酬、各種委員報酬など、またこれら
に伴う各組合への負担金などのことをいいます。
平成30年度の決算では次のようになります。

■平成 30年度人件費の状況� （単位：千円）
歳出総額（A） 人件費（B） 人件費以外
13,401,825 1,587,032 11,814,793

・人件費率（B/A）　11.8％

　給与とは・・・　
職員が勤労を提供し、その対価として得るものが「給与」
です。給与は、経験年数や学歴、勤務成績などにより決定
される「給料」とこれを補完する「各種手当」とに分けられ
ます。各種手当とは扶養手当、通勤手当、住居手当、期末
勤勉手当、時間外勤務手当などのことです。

■職員給与の予算の状況
� 平成 31 年４月１日現在（単位：千円）
職員数（A） 給　料 職員手当 期末勤勉手当
254 人 892,487 138,013 346,635

給与費計（B） 一人当たり給与費（B/A）
1,377,135 5,422

※職員手当には退職手当は含まれていません。

　職員の平均給与額は・・・　
� 平成 31 年４月１日現在

区　分 平均給与月額 平均年齢
一般行政職 325,668 円 45.17 歳
技能労務職 236,876 円 55.08 歳

　初任給は・・・　
初任給は、新規学卒者のように前職がない場合には下記
の表のとおり決定されます。
■初任給の状況（一般行政職）� 平成 31 年４月１日現在

区　分 決定初任給
大学卒 180,700 円
短大卒 161,300 円
高校卒 148,600 円

　級別職員数の状況　
� 平成 31 年４月１日現在
区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

合計標準的職務
内　　　容 主事 主任 係長・

主査
課長
補佐

課長・
主幹 次長 部長

職員数（人） 43 20 91 29 24 10 10 227

構成比（％） 18.9 8.8 40.1 12.8 10.6 4.4 4.4 100.0
（注）�揖斐川町職員の給与に関する条例の給料表区分に基づく

再任用職員、技能労務職、医療職を除く職員数です。

　特別職の報酬等の状況　
� 平成 31 年４月１日現在

区　分 給与月額 期末手当

給
　
料

町　長 750,000 円   6 月期　　2.225 月分
12 月期　　2.275 月分
    計　　　4.5    月分副町長 600,000 円

区　分 給与月額 期末手当

報
　
酬

議　長 300,000 円
  6 月期　　2.225 月分
12 月期　　2.275 月分
    計　　　4.5    月分

副議長 260,000 円

議　員 250,000 円

　職員手当の状況　
� 平成 31 年４月１日現在
区　分 期　末 勤　勉

期末・勤勉
手 当 支 給
割　　　合

 6 月期 　1.3 月分 0.925 月分
12 月期 　1.3 月分 0.975 月分

職務上の段階などに応じた加算措置 ･･･ 有

退職手当
（支給率）

退職事由 自己都合 定年・応募認定
勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（2～ 30%加算）

扶養手当

配偶者は月額 6,500 円
子は月額　  10,000 円
その他の扶養親族は 1人につき月額 6,500 円
16 歳から 22 歳の子には月額 5,000 円加算

住居手当 月額 12,000 円を超える家賃の額に応じ、
最高で 27,000 円まで

通勤手当

①交通機関等利用者
　運賃相当額に応じ最高 55,000 円まで
②自動車等使用者
　片道２㎞以上の職員に対して、距離に応じ
　月額 2,000 円から 31,600 円まで

　職員数の状況　
� 各年 4 月 1日現在

区　　　分
職　　員　　数

増減
平成 30 年度 令和元年度

一 般 行 政 部 門 233 人 220 人 ▲13
教 育 部 門 29 人 28 人 ▲ 1
公営企業等部門 ８人 ７人 ▲ 1

合　計 270 人 255 人 ▲15

揖斐川町職員の給与を公表します
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民生委員・児童委員および主任児童委員を紹介します
　次の方々が12月1日付けで民生委員・児童委員および主任児童委員に就任され、地域での福祉活動などにご尽
力いただくことになりましたので、ご紹介します。

民生委員・児童委員
地　区 氏　名 担　当　地　域

揖斐川

新川　礼子 北新町・大光寺
坪井　清子 上町・昭和町・上新町
寺井　義典 中町・下町
太宰　信子 下新町・松原
野口惠美子 七間町・上ミ野
細尾　　修 栄町・前島
小森　清晟 小谷・小野・桜町・志津山
松原いく子 下岡島・上岡島・緑ヶ丘
宗宮　正典 房島１区～房島３区
富田さみ子 房島４区～房島６区
井口　澄子 伊尾野・桂・若松・伊尾野団地
橋本　良子 南方
竹中　千博 極楽寺・間田瀬・姥坂
若原　光子 表山・大和団地・雇用促進住宅
森本和香子 北方１区
栗田　祐子 北方２区・北方３区
宮川ますみ 北方４区～北方７区
瀨川　　敬 白樫・市場の一部
井口眞由美 市場の一部・瑞岩寺
髙田　一枝 上野
宮部　敬子 上東野・堀・野中
衣斐　智明 大門・溝尻
松久　常子 黒田・新宮・岡
細江　勝英 二ノ宮
藤原　政子 和田
市田　洋子 八幡・北町・中町
小羽さち子 南町・杉原・清水東
大野　　進 小柳・福島
所　　宏子 長良・島・野田
土川　　裕 新栄町・出屋敷・五反田
清水　典人 溝口・浜里
谷村　惠司 中村・東・中・北瀬古・加茂

谷　汲

長柄　享子 深坂西・深坂中・深坂東
竹中　敬子 大洞
細野　　讓 上名礼北・上名礼南
平井　壽人 下名礼・中名礼
山本ひとみ 門前・新田・結城
小森　文男 高科・伊野
長谷川良子 岐礼・沖野
國枝　　修 府内・上長瀬
松井加代子 下長瀬・赤石・山田
杉山　洋子 木曽屋・有鳥
髙𣘺　靖明 下神原・上神原

地　区 氏　名 担　当　地　域

春　日

林　　孝芳 樫・下ヶ流
佐名　敏巳 滝・上ヶ流
中村　敬雄 香六・中山
藤原　辰実 小宮神・古屋
小寺　　茂 川合
新川さかえ 寺本・尾西
新川　正康 種本・中瀬

久　瀬

高橋　浅恵 乙原
増元　光子 東津汲・樫原
高橋美奈子 小津
高橋　寿子 日坂
高橋　道子 西津汲
村瀬　幸司 外津汲
竹中　定由 三倉

藤　橋
中川喜代文 西横山
中村　和子 東横山・鶴見・東杉原

坂　内

菅原久美子 広瀬北
清水　信子 広瀬東西
山口スミノ 坂本
今井　賴子 川上
前川　光男 諸家

主任児童委員
地　区 氏　　名 選　出　地　域

全　域

髙𣘺紀久子 揖斐川
小寺　義則 揖斐川
神原　勝子 谷汲
山田小夜子 谷汲
小寺　一江 春日
安藤　兼徳 久瀬
廣瀨　伸二 坂内
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揖斐広域斎場　使用料改定等のお知らせ
令和２年４月１日から、揖斐広域斎場の使用料を改定させていただくこととしました。
また、動物の火葬は「犬・猫」に限定してきましたが、「愛玩動物」としてペット類も受け入れることとしました。
� （単位：円）

種別 単位
改定後（令和２年４月１日～） 現行

備考使用料 使用料
区域内の者 区域外の者 区域内の者 区域外の者

火葬炉 愛玩動物
(ペット類)

１体
 

1,000  1,000  20㎏まで
2,000 2,000 50㎏まで

式　場 式場１
（遺族控室１
　僧侶控室１）

１回
 
 

25,000 100,000 24,000 96,000 通夜のみ
25,000 100,000 24,000 96,000 告別式のみ
50,000 200,000 48,000 192,000 通夜から告別式

式場２
（遺族控室２
　僧侶控室２）

１回
 
 

37,000 148,000 36,000 144,000 通夜のみ
37,000 148,000 36,000 144,000 告別式のみ
74,000 296,000 72,000 288,000 通夜から告別式

祭壇使用料 １回 26,000 104,000 25,000 100,000  
待合室 和室、洋室 １室 3,100

１時間増す毎に
1,000円

15,500
１時間増す毎に

3,000円

3,000
１時間増す毎に

1,000円

15,000
１時間増す毎に

3,000円

１室３時間以内

霊安室  １回 3,100 9,300 3,000 9,000 24時間以内

※改定後の使用料は、令和２年４月１日以降の申請から適用となります。（３月31日までに火葬の申請をした
場合は、４月１日以降の使用であっても旧使用料が適用されます）

※愛玩動物（ペット類）の火葬の申請は、構成町（揖斐川町・大野町・池田町）の住民基本台帳に記録されて
いる方に限ります。

※愛玩動物（ペット類）の種類は、犬、猫、小鳥、ハムスター、ウサギ、リス、は虫類、カメなどです。
� 【お問い合せ】 揖斐広域連合総務課 ℡２３－０１８８　揖斐広域斎場 ℡３６－１３２１

 揖斐川 「小さな一歩」 応援事業

  お問い合わせ　

  揖斐川町役場 まちづくり推進課 未来戦略室 ℡　22-2111( 内線 152)

 「揖斐川町が、もっとよいまちになるように」、「この先もいきいき
と暮らし続けられる揖斐川町であるように」まちを元気にする活動
をする人を応援したい。そういう思いでつくった事業です。
下記のとおり、令和２年度の募集を開始します。

対象事業
① 町の特性、歴史、地域資源を活用した事業
② まちづくりを担う人材を育てる事業
③ 地域コミュニティを育てる事業
④ 地域課題を自分たちで解決するための事業
⑤ その他、次世代につなぐ時間軸の長い事業
※政治・宗教目的の事業や特定の個人・団体の営利を目的とする
   事業などは対象外です。
補助対象者
① 事務所が揖斐川町内にあり、３人以上の町民を含む団体
② おおむね６か月以上活動をしている団体
募集期間

　令和2年3月13日（金）まで

あなたの一歩を応援したい。

最大20万円を
補助します。

詳細は、WEBをご覧ください。

『「小さな一歩」 応援事業』 で検索↓

いび川クラシックカーミーティング in TANIGUMI 小島の灯篭プロジェクト
おじま親子防災キャンプシェアオフィス「畑オフイス」運営事業

令
和
元
年
度 

補
助
採
択
事
業
← ※予算の議決の結果により、実施を見送る可能性があります。
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

① 

緑
ヶ
丘
住
宅　
２
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

１
６
，
２
０
０
円
～

・
そ
の
他　
　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居
者

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

② 

北
方
奥
郷
住
宅　
１
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
北
方
13

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

・
耐
火
構
造
２
階
建　

２
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

１
９
，
８
０
０
円
～

■
敷
金　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る

納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
ほ
か
に
共
益
費（
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）、
敷

金
が
必
要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り
。

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

２
月
３
日（
月
）
～
２
月
17
日（
月
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日　
３
月
下
旬
を
予
定

③ 

島・さ
つ
き（
北
方
）住
宅
お
よ
び
、谷
汲・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の

各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い

ま
す
。

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

  

身
体
障
が
い
者
な
ど
の
自
動
車
税（
種
別
割
）

の
減
免
申
請
窓
口
が
開
設
さ
れ
ま
す

身
体
障
が
い
者
、
戦
傷
病
者
、
知
的
障
が

い
者
ま
た
は
精
神
障
が
い
者
の
方
が
所
有
す
る

自
動
車（
軽
自
動
車
を
除
く
）
の「
自
動
車
税

（
種
別
割
）
減
免
申
請
臨
時
窓
口
」
が
次
の
と

お
り
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
３
月
４
日（
水
）、
３
月
18
日（
水
）

	

９
時
～
15
時
30
分

■
場
所　
揖
斐
総
合
庁
舎
４
階
４
Ｃ
会
議
室

■
対
象
者

①
新
規
に
申
請
す
る
方
。

②
現
在
減
免
を
受
け
て
お
り
、
自
動
車
税

事
務
所
か
ら
の
減
免
案
内
は
が
き
で

「
変
更
あ
り
」
と
回
答
し
た
方
。

※
令
和
元
年
10
月
か
ら
減
免
の
対
象
範

囲
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、

左
記
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
臨
時
窓
口
・
お
問
い
合
せ
】

岐
阜
県
西
濃
県
税
事
務
所　

℡
０
５
８
４
‒
７
３
‒
１
１
１
１

�

（
内
線
２
４
４
、２
４
５
）

岐
阜
県
自
動
車
税
事
務
所　

℡
０
５
８
‒
２
７
９
‒
３
７
８
１

  

令
和
２
年
度
留
守
家
庭
児
童
教
室

�

の
入
室
申
請
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
４
月
か
ら
留
守
家
庭
児
童
教

室
へ
の
入
室
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方
は

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
児
童　
町
内
在
住
の
小
学
校
１
年
生

～
６
年
生
の
児
童
の
内
、
保
護
者
の
就
労

な
ど
の
事
情
で
、
昼
間
に
児
童
の
面
倒
を

見
る
こ
と
が
出
来
な
い
家
庭
の
児
童

※「
保
護
者
の
就
労
な
ど
の
事
情
」
と
は

左
記
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

①
放
課
後
か
ら
概
ね
17
時
ま
で
就
労
等
し

て
い
る
こ
と

②
月
に
15
日
以
上
就
労
等
し
て
い
る
こ
と

③
就
労
等
の
状
態
が
３
か
月
以
上
継
続
す

る
こ
と

■
開
室
時
間

・
平
日（
月
～
金
曜
日
）
は

　
　
　
　

 

授
業
終
了
後
～
18
時

・
学
校
の
振
替
日
は
８
時
～
18
時

■
利
用
料
金

・
利
用
料（
月
額
）
４
，
５
０
０
円

・
保
険
料（
年
額
）
１
，
８
０
０
円

・
別
途「
お
や
つ
代
」
と
し
て

�

月
額
３
０
０
円
が
必
要
で
す

■
申
請
お
よ
び
提
出
方
法　

①
新
規
入
室
希
望
者
…
子
育
て
支
援
課
窓

口
で
申
請
書
類
を
入
手
し
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
子
育
て
支
援
課
窓
口
へ

提
出

②
継
続
入
室
希
望
者（
既
入
室
者
）
…
各

留
守
家
庭
児
童
教
室
で
申
請
書
類
を
入

手
い
た
だ
き
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

各
留
守
家
庭
児
童
教
室
指
導
員
へ
提
出

■
申
請
期
間　
２
月
３
日（
月
）

�

～
２
月
21
日（
金
）

■
そ
の
他

　
長
期
休
暇（
夏
休
み
期
間
）
の
入
室
に
つ

い
て
は
、
別
途
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
類
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
４
１
）

  

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
垣

「
学
卒
コ
ー
ナ
ー
」が
就
活
を
支
援
し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
垣
は
、２
０
２
０
年
卒
、

２
０
２
１
年
卒
の
大
学
生
、
短
大
生
、
専
門

学
校
生
も
し
く
は
学
校
卒
業
後
３
年
以
内
の

既
卒
者
を
対
象
に
次
の
就
職
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

■
支
援
内
容

　

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
作
成
支
援
、
面
接

試
験
対
策（
予
約
制
）、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
グ
ル
ー
プ
面
接
対
策（
予

約
制
）、
応
募
書
類
の
添
削
等

【
お
問
い
合
せ
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
垣　

求
人
企
画
部
門

月
～
金
曜
日（
祝
日
等
除
く
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分

℡
０
５
８
４
‒
７
３
‒
９
２
９
６

 

「
認
知
症
学
習
会
」
の
お
知
ら
せ

『
認
知
症
学
習
会
』

■
テ
ー
マ

終
活
～
将
来
に
向
け
て
の
準
備

■
開
催
日
時	

２
月
20
日（
木
）

	

13
時
30
分
～
14
時
30
分

■
開
催
場
所

池
田
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

℡
０
５
８
５
‒
４
５
‒
８
１
２
３

■
参
加
費　
無
料　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会　

岐
阜
県
支
部

池
田
部
会　

※
揖
斐
川
町
民
の
方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

℡
０
９
０
‒
１
０
９
９
‒
８
５
４
９ 

�

（
担
当　

川
本
）

■
申
込
締
切　
２
月
19
日（
水
）
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寿
長
ご

さ
ん

12
月
の

深
ふか

井
い

　ふさゑ さん
100歳（谷汲名礼）

林
はやし

　と志
し

子
こ

 さん
95歳（長良）

小
お

倉
ぐら

　登
と

代
よ

 さん
95歳（日坂）

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受

け
ら
れ
、長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

  

い
び
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

�

講
演
会
の
お
知
ら
せ

い
び
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
生
き
甲

斐
と
自
立
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
２
月
５
日（
水
）

	

13
時
30
分
～
15
時
30
分

	

（
受
付
13
時
～
）

■
場　
所　
揖
斐
総
合
庁
舎
５
階
大
会
議
室

■
講　
師　
立
木　

一
美
氏

	

（
言
語
聴
覚
士
・
介
護
支
援
専

門
員
・
公
認
心
理
師
）

■
演　
題　
『
自
分
事
で
未
来
の
社
会
を
作

り
ま
せ
ん
か
～
毎
日
の
暮
ら
し

に
ヒ
ン
ト　

言
語
聴
覚
士
の
立

場
か
ら
～
』

■
参
加
費　
無
料

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
県
事
務
所　

振
興
防
災
課

℡
２
３
‒
１
１
１
１（
内
線
２
０
7
）

  

第
24
回
ポ
リ
テ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン「
も
の

づ
く
り
・
人
づ
く
り
in
東
海
」
開
催

東
海
職
業
能
力
開
発
大
学
校
が
、
も
の
づ

く
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
見
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、「
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
に
よ
る
堆
積
盆
地
上
に
立
地
す

る
都
市
部
の
地
盤
災
害
に
つ
い
て
～
濃
尾
平

野
に
お
け
る
数
値
解
析
事
例
等
に
基
づ
い
て

～
」
と
題
し
た
記
念
講
演
、
学
生
の
成
果
物

の
展
示
や
研
究
発
表
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日　
時　

２
月
14
日（
金
）
11
時
～
16
時
30
分

２
月
15
日（
土
）
９
時
～
15
時
45
分

■
場　
所　
大
野
町
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　
無
料

【
お
問
い
合
せ
】

東
海
職
業
能
力
開
発
大
学
校

℡
３
４
‒
３
６
０
０

３
４
‒
２
４
０
０

 

小
中
学
校
の
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

町
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
小
中
学

校
へ
の
就
学
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者

に
対
し
て
、
学
用
品
費
等
の
就
学
に
必
要
な

費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

■
対　
象

　
町
内
の
小
中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒

の
保
護
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

教
育
委
員
会
が
援
助
が
必
要
で
あ
る
と
認
定

し
た
方
。

①
市
町
村
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
世
帯

③
保
護
者
の
職
業
が
不
安
定
で
生
活
状
態
が

極
め
て
悪
い
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
等

■
申
込
み

　

在
学
中
ま
た
は
入
学
予
定
の
小
中
学
校
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
教
育
振
興
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１（
内
線
４
５
３
）

  

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

�

お
知
ら
せ

■
令
和
２
年
度
会
員
募
集

令
和
２
年
度
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会
を

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
会
さ
れ
る
方
は
当
日
会
費

（
２
，5
０
０
円
）
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
会
員
の
方
も
更
新
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
対
象
地
区

の
開
催
日
に
ご
都
合
の
悪
い
方
は
、
ど
の
会

場
で
も
結
構
で
す
。

事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会
の
内
容

①
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
お
よ
び
入

会
説
明

②
安
全
就
業
の
た
め
に（
ビ
デ
オ
研
修
）

③
登
録
項
目
の
確
認（
面
談
）

予
定
時
間　

２
時
間
30
分
程
度

※
受
付
は
30
分
前
よ
り
開
始
し
ま
す
。
開
会

ま
で
に
受
付
を
終
了
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‒
０
９
０
７

事業および入会説明会の日程
日　時 対象地区 場　所

2月18日（火） 9：30 揖斐、𦙾永
福祉総合支援センター
２階第１会議室

2月19日（水） 9：30 北方
2月20日（木） 9：30 小島
2月21日（金） 13：30 大和、清水
2月25日（火） 9：30 中央、美束 春日振興事務所会議室13：00 六合
2月26日（水） 10：00 久瀬地区 久瀬公民館２階13：00
2月27日（木） 9：30 長瀬、岐礼、高科 谷汲文化会館13：00 名礼、深坂、横蔵、徳積、大洞
3月 2日（月） 10：00 坂内地区 坂内振興事務所２階13：00
3月 3日（火） 10：00 藤橋地区 藤橋公民館
3月 7日（土） 9：30 全地区 福祉総合支援センター

２階第１会議室
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情報ボックス
ウェブサイトでも「岐阜県からのお知らせ」
「清流の国ぎふミナモ通信」が見られます。
バックナンバーも公開中！
左記の二次元コードを読み込んでアクセスしてください。

アイコン
説 明

募 集 その他資格・研修催 し

空宙博企画展
「研三」（けんさん）を開催します 

昭和初期、飛行機の世界速度記録の更新
を目指して、東京帝大航空研究所が開発
した研究機「研三」。初公開映像を含む当
時の貴重な資料を特別展示します。

検索そらはく

●とき／2月5日（水）～3月16日（月）
●ところ／岐阜かかみがはら航空宇宙博物
館（各務原市）

●問／岐阜かかみがはら航空宇宙博物館
  ☎058（386）8500

交通事故巡回相談を
実施します

●とき／2月6日（木）、14日（金）、26日（水）
　　　 10：00～15：00
●ところ／多治見市役所（多治見市）、可茂総
合庁舎（美濃加茂市）、飛騨総合庁舎（高山
市）※前日までに要予約 
●料金／無料
●問／県民生活相談センター
  ☎058（277）1001

検索岐阜県　交通事故相談

企業向けサイバーセキュリティ
講師を派遣します

サイバーセキュリティに関する社内研修
や各種セミナーを行う企業や団体など
に、講師として専門職員を派遣します。

検索岐阜県警察　サイバーセキュリティ講話

●講話内容／サイバー犯罪事例や対策例、攻
撃のデモンストレーションなど
●料金／無料
●申込先・問／県警サイバー犯罪対策課
  ☎058（271）2424

加齢にともなう身体機能の低下などに
よって、自動車の運転に不安がある方や
その家族の方からの相談を受け付けてい
ます。 運転に不安を感じたら、まずはご
相談ください。 
●安全運転相談ダイヤル／♯8080
●問／県警運転免許課
  ☎058（295）1010

検索岐阜　安全運転相談

運転に不安を感じたら
安全運転相談ダイヤルへ 冬は空気が乾燥し、火災が発生しやすい

季節です。自分と家族の命を守るため、ス
トーブやコンロなどの近くに燃えやすいも
のを置いていないか、住宅用火災警報器
の設置と点検をしているか、この機会に確
認してみましょう。
●とき／3月1日（日）～7日（土）
●問／県庁消防課
  ☎058（272）1123

検索岐阜県　火災予防運動

春の全国火災予防運動を
実施します

東京2020協賛ジャンボ
宝くじの購入は県内で！

みなさんに県内で購入していただいた宝
くじの販売額のうち、約40％が県の収入
となり、市町村振興や高齢化、少子化対
策など、身近なところで役立てられていま
す。宝くじはぜひ県内の売り場か宝くじ公
式サイトでご購入ください。 
●発売期間／2月3日（月）～28日（金）
●問／県庁財政課
  ☎058（272）1130

点字版・音声版をご希望の方は、県庁広報課へご連絡ください
音声版には、ＣＤ（デイジー編集）での提供と音声用のテキストデータの配信もあります

岐阜県広報

岐阜県からのお知らせ 【放送日】
 木曜 18:53～18:57
【再放送】
 火曜 21:54～21:58 

ぎふチャン(8ch)データ放送で
「岐阜県からのお知らせ」も配信中！

県政広報テレビ番組 
「ぎふ県政ほっとライン」放送中

Facebook
「清流の国ぎふ」
ミナモだよりで
情報発信中!!

ボタンを押して
地元情報をゲット!

検索岐阜県 ミナモだより今月のピックアップ情報

タレントの生島ヒロシ氏を講
師にむかえて、｢いつまでも若
く生きる秘訣｣をテーマに講
演会を開催します。
また、会場では、健康測定機器
を使って血管年齢や脳年齢な
どを測ることができる健康
チェックコーナーのほか、優れた健康経営の取り組みを
行っている「健康経営優良企業」を紹介します。
この機会に、健康づくりについて考えてみませんか。

博物館・図書館連携企画展 
「清流長良川 ―鮎を育む自然と文化―」を開催します 

長良川に生息する生物や鵜飼などの伝統漁法に関するパ
ネルのほか、美濃和紙や和傘など水とつながる伝統工芸
品などの展示をとおして、世界に誇る清流長良川の豊か
な自然と独特な文化を紹介します。 

長良川の鮎と鵜飼の様子

「清流の国ぎふ健康づくりフォーラム」を
開催します 

検索岐阜県博物館

◆
◆
◆
◆

1月18日（土）～3月15日（日）
県図書館（岐阜市宇佐4-2-1）
無料

と き
ところ
料 金

／
／
／

問 県博物館
☎0575（28）3111
／

検索清流の国ぎふ健康づくりフォーラム

◆
◆
◆
◆

◆

2月29日（土）12：00～
ぎふ清流文化プラザ（岐阜市学園町3-42）
無料（講演は申込必要）
清流の国ぎふ健康づくりフォーラム事務局 

と き
ところ
料 金
申込先

／
／
／
／

☎058（272）8860
問 県庁保健医療課／
☎058（264）1158

昨年度の健康づくりフォーラムの様子

●県の人口

※令和元年11月1日現在 ※(　)内は前月との比較
1,988,461人（470人減）



窓口だより

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。
窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
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1月31日（金）	 町（県）民税 4期分
	 国民健康保険税 9期分
	 後期高齢者医療保険料 7期分
3月  2日（月）	 固定資産税 4期分
	 国民健康保険税 10期分
	 後期高齢者医療保険料 8期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに
預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

  3日（月）	谷汲山華厳寺厄払い行事

15日（土）～３月15日（日）
	 たにぐみ盆梅展

18日（火）	豊年祈願祭

23日（日）	 IBIGAWAフリーマラソン

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 20,864（� 5）10,022 10,842 7,997（� 9）

揖斐川地域 15,669（� 14） 7,568 8,101 5,750 （� 13）

谷汲地域 2,894（� － 7） 1,380 1,514 1,098 （� － 4）

春日地域 879（� － 1） 426 453 441 （� － 1）

久瀬地域 854（� － 2） 390 464 377 （� 0）

藤橋地域 227（� 1） 111 116 141 （� 1）

坂内地域 341（� 0） 147 194 190 （� 0）

出生 8人 /死亡 23人 /転入等 39人 /転出等 19人
〈令和 2年 1月 1日現在〉

地　区 氏 　 名 年齢

北 方 １ 区 西 　 正 治 84

大 和 台 𠮷　田　美智子 89

下 岡 島 中　村　ふき子 86

島 中　村　八重子 82

新 栄 町 髙 橋 順 次 86

市 場 宇佐美　ひさ江 93

黒 田 矢　野　千代治 81

岡 窪 田 修 子 78

谷 汲 名 礼 木 村 久 子 91

谷 汲 徳 積 浅 野 忠 義 72

谷 汲 長 瀬 寺 田 光 男 88

谷 汲 有 鳥 杉　山　かすゑ 100

春 日 美 束 新 川 忠 郎 82

東 津 汲 大 西 倬 示 90

小 津 安　藤　てつゑ 97

坂 内 広 瀬 廣　瀬　タミエ 96

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

北 方 １ 区 長
なが
　屋

や
　心

み
央
お
凜
り

善 仁 親 環

北 方 ２ 区 細
ほそ

野
の
莉
り
功
く

晃 広 詩 織

房 島 ４ 区 上
うえ
　田

だ
　明

あ
香
か
里
り

徳 昭 久美子

房 島 ６ 区 前
まえ

川
かわ

航
こう

汰
た

拓 哉 けいこ

五 反 田 岡
おか

田
だ
偉
い
桜
お

雄 至 魅 奈

二 ノ 宮 川
かわ

合
い
茜
あか

音
ね

秀 明 文 恵

谷 汲 名 礼 石
いし

原
はら

成
な
桜
お

敬 太 文 香

夫 妻

林 　 信 孝（房島６区） 小 川 聡 美（揖斐郡池田町）

納期限のお知らせ

Population人口

2月の主な行事

令和元年12月届出分

Okuyami死亡　おくやみ申し上げます

出生　お誕生おめでとう Birth

婚姻　幾久しくお幸せに Marriage
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▲揖斐川中①

▲揖斐川中③

▲北和中①

▲谷汲中・坂内中・転入者等

▲揖斐川中②

▲揖斐川中④

▲北和中②

ご成人おめでとうございます
記念撮影を行いました。


